
土
地
計
画

入
植

一
五
〇
周
年

と
そ
の
後

の
チ

ャ
ー
テ

ィ
ズ

ム
研
究

古

賀

秀

男
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は
　
じ
　

め
　

に

　

成

人

男

子

普

通

選

挙
権

の
実

現

を
目

指

し

た
大

衆

政

治

運

動

と

し

て
知

ら

れ

る

チ

ャ
ー
テ

ィ
ズ

ム

の
出
発

点

は
、

名

称

の
源

と

な

る
人

民

憲

章

(
岳

。
℃
8

茗
Φ
.の

O
審

溝
奠

)

が

公

表

さ
れ

た

一
八

三

八
年

五
月

に
あ

り

、

そ

れ

が

運

動

と

し

て
実

際

に

始

ま

っ
た

の
は

同
年

八
月

、

ま

た

そ

の
運

動

家

た

ち

に
対

し

て
、
　

『
タ
イ

ム

ズ

』

紙

を

含

め
て

運

動

の
内

外

か

ら

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

(
()ゲ
餌
吋
け
陣oo叶)

と

い
う

呼

称

が

使

わ

れ

始

め

た

の
は

翌

一
八

三
九

年

で
あ

る
。

そ

れ

ゆ

え

、

運

動

の
生
誕

一

〇

〇

年
、

あ

る

い
は

一
五
〇

年

と

い
え

ば

、

一
九

三

八
年

な

い

し

三
九

年

、

も

し

く

は

一
九

八

八
年

と

い
う

こ

と

に

な

る
。

確

か

に

フ

ァ
シ
ズ

ム
と

戦

争

の
暗

雲

が

立

ち

込

め
て

い
た

一
九

三

八
年

前

後

に

は
、

一
世

紀

を

記

念

し

て

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
を

顕
彰

す

る

マ
ル
ク

ス
主
義

の
性

格

が

濃

い

ニ
ー

ル

・
ス

テ

ユ
ア

ー
ト

『
チ

ャ

ー

タ
ー

の
た

め

の
戦

い
』

(
一
九

三

七

年
)
、

レ
グ

・
グ

ロ
ウ

ヴ

ズ

『
だ

が

わ

れ

ら

は

再

び

立

ち
上

が

る
ー
・チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
史

話

』
　
(
一
九

三

八
年

)

の

二
冊

が
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(1
)

反

フ

ァ
シ
ズ

ム

の
性

格

も

併

せ

て
公

刊

さ

れ

て

い
る

。

ま

た

チ

ャ

ー

テ

ィ
ズ

ム
史

の
注

目
す

べ
き

一
齣

を
な

す

一
八

三
九

年

一

一
月

の

ニ

ュ
ー
ポ

ー
ト
蜂

起

の
指

導

者

ジ

ョ

ン

・
フ

ロ
ス
ト

に

つ

い

て

の

デ

イ

ヴ

ィ
ド

・
ウ

ィ
リ

ア

ム
ズ

の
研
究

書

(
一
九

三
九

年

刊

)

は
、　

「
ニ

ュ
ー
ポ

ー

ト

の

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

百

周
年

記

念

委

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(2
)

員

会
L

の
勧

め
に

よ

り

執
筆

さ

れ

た
最

初

の
本

格

的

な

評
伝

で
あ

っ
た
。

そ

の
ほ

か
後

の
研
究

に
大

き

な
刺

激

と

影
響

を
与

え

た

G

・
D

・
H

・

コ
ー

ル
の

リ

ー
ダ

ブ

ル
な

『
チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

た

ち

の
肖

像

』
　

(
一
九

四

一
年

)

も

、

明

言

こ
そ

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(3
)

い
が

、　

一
世

紀

記
念

と

い
う

意

識

が

働

い

て

い

た
。

　

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
は

一
八

三

八
～

三
九

年

の
最

初

の
山

場

を

へ
た
あ

と

、

一
八

四

二
年

と

一
八

四

八
年

に
大

き

な
高

揚

が

あ

り
、

そ

の
後

し
だ

い

に
衰

退

し
な

が

ら

一
八

五
〇

年

代

ま

で
続

く

が

、

そ

の

一
世

紀

後

は
戦

中

と

戦

後

の
時

期

で
も

あ

り
、

記
念

す

る

顕
著

な
動

き

や

歴
史

に
残

る
研

究

成

果

は
見

ら
れ

な

か

っ
た
。

そ

れ

で

も
戦

後

の
労

働

党

政

権

や
労

働

運

動

の
山咼
ま

り

の
な

か

で
、

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
に
多

く

の
頁

を

さ

い

た

G

・
D

・
H

・

コ
ー

ル
の

『
イ

ギ

リ

ス
労

働

運

動

史

』

の
改

定
新

版

(
一
九

四

七
年

)
、

モ
ー

ト

ン
、

テ
イ

ト

に
よ

る

『
イ

ギ

リ

ス
労

働

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(4
)

運
動

史

』
　

(
一
九

五

六
年

)

が

刊

行

さ
れ

て

い

る
。

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
研

究

が

新

た

な

段

階

に

入

る

の
は
、

サ
ヴ

ィ
ル

の

ア

ー

ネ

ス
ト

・
ジ

ョ
ー

ン
ズ

論

(
一
九

　

　

(5
)

五

二
年

)
、
シ

ョ
イ

エ
ン
に

よ

る

優

れ

た

G

・
J

・

ハ
ー

ニ
ー

の
評
伝

(
一
九

五

八

(
6
)

年
)
、　
マ
ザ
ー
に
よ
る

チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
に
対
す
る
秩
序
維
持
策
の
研
究

(
一
九

　
　
(7
)

五
九
年
)
を
ス
テ
ッ
プ
に
し
て
生
ま
れ
た
、
ブ
リ
ッ
グ
ズ
編
の
論
文
集

『
チ
ャ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(8
)

テ
イ
ス
ト
研
究
』
　
(
一
九
五
九
年
)
に
よ

っ
て
で
あ

っ
た
。

　
次
に

一
五
〇
周
年
に

つ
い
て
見
る
と
、　

一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に

入

、41



窓史

り
、
英
国
あ
る
い
は

一
部
米
国
に
お
い
て

チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ

ム
研
究
は

一
段
と
熱
気

を
帯
び
、
新
境
地
を
開
く
成
果
が
相
次
い
で
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
発
展

.
展

開
の
な
か
で
隅
八
〇
年
代
初
期
に
バ
ト
リ

ッ
ク

・
ジ

ョ
イ
ス
、
ク
レ
イ
グ

.
カ
ル

フ
ー
ン
、
ガ
レ
ス

・
ス
テ
ド

マ
ン

・
ジ

ョ
ー
ン
ズ
ら
に
よ
る
、

一
九
世
紀

の
急
進

主
義
の
連
続
性
を
強
調
し
、
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
の
階
級
意
識
と
運
動
の
階
級
的
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(9
)

格
を
低
く
抑
え
薄
め
る
修
正
論
が
提
起
さ
れ
た
。
い
ま
も
熱

っ
ぽ
い
論
議
が
続
い

て
い
る
こ
の
論
点
に
つ
い
て
は
後
に
論
及
す
る
。
だ
が
こ
う
し
た
活
況
に
も
か
か

わ
ら
ず
、

一
五
〇
周
年
を
鮮
明
に
意
識
し
た
も
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
ご
く
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(10
)

近
ま
で
ほ
と
ん
ど
皆
無
と
い
ら
て
よ
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心

の
状
況
は
そ
の
後
大
き
く
変
化
し
、
ま
さ
に

一
五
〇
周
年
を
意
識
し
つ
つ
、
埋
も

れ
て
い
た
過
去
の
記
憶
を
呼
び
戻
し
そ
の
足
跡
を
記
念
す
る
知
的
、
社
会
的
活
動

が

い
く

つ
か
の
面
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
に
は

一
時
小
さ
な

コ
ー

ナ
ー
を
設
け
た

ロ
ン
ド
ン
の
書
店
さ
え
あ

っ
た
。

一　

土
地
計
画

一
五
〇
周
年

　
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
へ
の
関
心
の
高
ま
り

の
中
で
ま
ず
注
目
さ
れ
べ
き
は
、
中
期

後
半
の
局
面
で
大
規
模
な
運
動
に
な

っ
た
土
地
計
画

(ピ
①口
侮

ω
。ゲ
o旨
ρ

ビ
⇔巳

曳
磐
)

に
関
し
、

そ
の
入
植

一
五
〇
周
年
を
記
念
す
る
行
事
と
研
究
活
動
で
あ

る
。
土
地
計
画
が
提
唱
さ
れ
た
の
は
、
人
民
憲
章
の
制
定
を
求
め
る
第

二
次
国
民

請
願
が
議
会
で
拒
否
さ
れ
、
労
働
争
議
に
端
を
発
し
人
民
憲
章
を
要
求
す
る
大
衆

的
ス
ト
ラ
イ
キ

(
地
域
ゼ
ネ
ス
ト
)
に
発
展

・
高
揚
し
た
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
の

運
動
も
挫
折
し
、

一
八
四
二
年
秋
以
降
運
動
は
手
詰
ま
り
の
様
相
に
陥
り
、
チ
ャ

ー
テ
ィ
ズ
ム
は
沈
滞
状
態
に
な

っ
た
と
き
で
あ

っ
た
。

一
八
四
三
年
に
フ
ァ
ー
ガ

ス
・
オ
コ
;
ナ
;
に
よ

っ
て
提
起
さ
れ
た

こ
の
土
地
計
画
は
、
四
五
年
に
は
チ
ャ

ー
テ
ィ
ズ

ム
の

一
翼
を
担
う
大
が
か
り
な
運
動
と
な
り
、
四
七
年
を
ピ
ー
ク
と
し

て
四
九
年
ま
で
続

い
た
。

　
土
地
計
画
と
は
、
地
主
の
独
占
、
大
農
場
経
営
者
の
支
配
か
ら
土
地
を
勤
労
者

の
手
に
取
り
戻
す
と
い
う
基
本
的
立
場
に
立
ち
な
が
ら
、
支
持
労
働
者
大
衆
か
ら

分
割
払
い
の
株
を
発
行
し
て
少
額
ず

つ
資
金
を
集
め
、
そ

の
資
金
で
購
入
し
た
所

領
を

一
世
帯
二
～
四

工
ー
カ
ー
単
位
の
小
農
場
に
分
け
、
低
賃
金
と
不
安
定
な
雇

用
の
も
と
に
あ
る
都
市
労
働
者
な
ど
か
ら
株
主
を
募
り
、
く
じ
引
き
で
小
農
民

と
し
て
入
植
さ
せ
る
運
動
で
あ
る
。

目
的
は
や
や
複
雑
だ
が
、

都
市
労
働
者
を

「賃
金
奴
隷
」

の
状
態
か
ら
解
放
し
て
自
立
さ
せ
、

労
働
力
過
剰
状
態
を
改
善

し
、
入
植
者
を
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
の
推
進
力
に
し
、
ま
た
人
民
憲
章
獲
得
後

の
社

会
改
造

の
一
端
を
先
取
り
し
て
提
示
す
る
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。
運
動
は
機
関
紙

『
ノ
ー
ザ
ン

・
ス
タ
…
』

を
軸
に
し
た
オ

コ
ー
ナ
ー
ら

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ

り
、

一
八
四
七
年
を
ピ
ー
ク
に

一
時
は
熱
狂
的
に
発
展
し
、
分
割
払
い
の
株
主
は

七
万
人
を
超
え
、
集
ま

っ
た
資
金
も
九
万
四
千
ポ
ン
ド
を
超
え
た
。
し
か
し
運
動

が
発
展
す
る
と
、

チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
の
内
外
か
ら
入
民
憲
章
を
目
指
す
運
動
を

「ぶ
ち
こ
わ
す
」　

「そ
ら
す
」、
「
二
～
四

工
ー
カ
ー
の
小
農
場
で
は
自
活
で
き
な

い
」、
あ
る
い
は
オ

コ
ー
ナ
ー
は

「資
金
を
集
め
て
着
服
し
て
い
る
」、
な
ど
の
厳

し
い
批
判
が
出
て
、

オ

コ
ー
ナ
ー
ら
と
の
問
で
激
し
い
論
争
が
起
こ

っ
た
。　

一

八
四
八
年
五
月
以
後

運
動
は
下
火
に
な
り
、

五

一
年
に
は
計
画

(
土
地
会
社
)

は
提
唱
者
の
い
う
目
的
を
達
成
し
得
な
い
と
し
て
、
法
的
に
解
散
さ
れ
る
こ
と
に

な

っ
た
が
、
そ
の
過
程
で

一
八
四
七
年
五
月
に
最
初
の
所
領

ヘ
リ
ン
グ
ズ
ゲ
イ
ト

国
窪
Hぎ
αQ。・αQ畧
①
(
一
九

一
四
年
以
降

ヘ
ロ
ン
ズ
ゲ
イ
ト

鵠
①8
器
σQ象
③
、

一
〇
三

工
ー
カ
ー
)
に
三
五
世
帯
が
入
植
し

(
オ

コ
ー
ナ
ー
ヴ

ィ
ル
○
"O
o
嘗
o
黠
津
②
と

命
名
)、
四
九
年
七
月

の
ド

ッ
ド
フ
ォ
ー
ド

U
o
段
o
巳

(
二
八
〇

エ
ー
カ
ー
)

の

42
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(11
)

三
六
世
帯

の
入
植
ま
で
、
五
入
植
地
に
二
六
五
世
帯
の
入
植
が
実
現
し
た
。
く
じ

引
き
に
よ
る
入
植
者
の
選
定
が

「土
地
く
じ
」
(
訂
ロ
山
8
§

煢
)
な
ど
と
批
判
さ

れ
た
の
で
、
ド
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
場
合

は
入
植
者
は
割
増
金
(
ぴ
02

。。)
を
出
す
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(12
)

と
に
な
り
、
各
人
五
五
～

一
五
〇
ポ
ン
ド
の
金
銭
を
出
し
た
。

　

ヘ
ロ
ン
ズ
ゲ
イ
ト
は

ロ
ン
ド

ン
の

西
郊
外

の

ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
シ
ア
に
位
置

し
、
他
の
四
入
植
地

(
第
二
入
植
地

ロ
ウ
バ
ン
ズ

ピ
o毒
び
碧
ユ
ω、
第
三
入
植
地
ミ

ン
ス
タ
i

・
ラ
ヴ

ェ
ル
]≦
ぎ
。・け臼

U
o
<
・=
、
第
四
入
植
地
ス
ニ
ッ
グ
ズ

・
エ
ン
ド

ω
巳
σq。・
国
ロ
侮
、
及
び
ド

ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
)
は
、
さ
ら
に
北
西
に
順
次
北
上
し
た
地

点
に
あ
り
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
東
南
か
ら
西
南
方
に
位
置
し
て
い
る
。
小
農
場
で

自
立
す
る
と
い
う
オ

コ
ー
ナ
1
の
夢
は
、
そ
の
後

一
九
世
紀
後
半
以
降

の
工
業
社

会
の
定
着
と
発
展
、
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
の
な
か
で
遠
い
夢
と
な
り
、

各
入
植
地
の
住
民
も
農
業
と
は
か
か
わ
り
が
な
い
人
々
へ
と
変
遷
し
、
当
初

の
住

宅
も

一
部
を
除
い
て
次
第
に
改
変
さ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
だ
が
狭

い
道
路

に
沿

っ
て
、
生
け
垣
に
囲
ま
れ
、
農
場

か
ら
緑
豊
か
な
庭
に
変
わ

っ
た
独
立
し
た

敷
地
に
住
宅
が
建

つ
独
自
な
田
園
的
居
住
地
は
、
今
も
往
時
を
し
の
ば
せ
、
周
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(13
)

の
住
宅
地
と
比
べ
て
異
彩
を
放

っ
て
い
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
こ
の
入
植
地
と
く
に
ヘ
ロ
ン
ズ
ゲ
イ
ト
と
ド

ッ
ド
フ

ォ
ー
ド
の
現
在
の
住
民
が
中
心
と
な
り
、
自
ら
の
居
住
地
と
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
の

歴
史
の
深
い
因
縁
に
思
い
を
馳
せ
、
入
植

一
五
〇
周
年
を
記
念
す
る
運
動
を
起
こ

し
た
。

ヘ
ロ
ン
ズ
ゲ
イ
ト
に
お
け
る
そ

の
経
緯
は
ー

・
フ
ォ
ス
タ
ー

『
ヘ
ロ
ン
ズ

ゲ
イ
ト
ー
自
由
と
幸
せ
と
満
足
、
所
領

の
最
初
の

一
五
〇
年
』
(
一
九
九
九
年
)
に

　
　
(14
)

詳
し
い
。

一
九
七
〇
年
代
後
半
に
ヘ
ロ
ン
ズ
ゲ
イ
ト
の
南
側
に

ハ
イ
ウ

ェ
イ
M
25

の
建
設
計
画
が
持
ち
上
が

っ
た
こ
と
が
、
住
民
た
ち
に
居
住
地
と
そ
の
保
存

へ
の

関
心
を
呼
び
覚
ま
し
、

ヘ
ロ
ン
ズ
ゲ
イ

ト
住
民
協
会
は
建
設
反
対
を
議
会
に
請
願

し
た
。
同
協
会
の
要
請
を
受
け
た
著
名
な
現
代
史
家

A

・
J

・
P

・
テ
イ
ラ
ー

(
一
九
九
〇
年
没
)
は
、

一
九
七
八
年
、
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
と
土
地
計
画

(
土
地

会
社
)

の
意
義
、　

ヘ
ロ
ン
ズ
ゲ
イ
ト
の
保
存
の
必
要
性
を
説
く
論
考
を
公
刊
し

(
15
)
た
。

そ

の
後

一
九

九

〇

年

九

月

に

は
、

一
八

歳

以

上

の
全

住

民

を

対

象

に

同

地

を

保

存

地

域

(
O
O
】P
ω
O
H
<
鋤
梓一〇
]卩
　
μ
H
O
9
)
に

す

る

か

否

か

の
住

民

投

票

が

行

わ

れ

、
賛

成

六

三
、

反

対

七

〇

に

二
分

さ

れ

た

。

そ

の
結

果

、

小

さ

な

変

更

は
認

め
る

と

い

う

緩

や

か
な

保

存

地

域

と

な

り

、

や

が

て

一
五

〇

年

を

記

念

す

る

行

事

の
企

画

へ

と

進

ん
だ

。

翌

九

一
年

に

は

ヘ

ロ

ン
ズ

ゲ

イ

ト

・
ホ

ー

ル

(
も

と

は

一
九

号

地

に

一
八

八

四
年

に
建

立

さ

れ

た

ウ

ェ
ズ

リ

ー
派

の
礼

拝

堂

)

に
炊

事

場

と

手

洗

い
を

設

け

、

ホ

ー

ル
の
改

善

・
補

修

を
行

う

資

金

調

達

の

た

め

に
舞

踏

会

や

バ

ザ

ー
を

催

し

た
。

入

植

一
五
〇

年

の

一
九

九

七

年

五
月

に

は
、

二
週

間

に
わ

た

る

祝

賀

行

事

が

行

わ
れ

、

ホ

ー

ル
を
中

心

に

し

て

ヘ

ロ

ン
ズ

ゲ

イ

ト

の
歴

史

と

生

活

に

つ
い

て

の
展

示

、

二
人

の
専

門

家

ド

ロ
シ

ー

・
ト

ム
プ

ス

ン
、

ジ

ェ
イ

ム
ズ

・
エ
プ

ス

タ

イ

ン
の
講

演

、

音

楽

会

、

ダ

ン

ス
な

ど

の
イ

ベ

ン
ト

に
周

辺

か
ら

も

多

数

が

集

ま

っ
た
。

フ

ォ

ス

タ

ー

の

著

書

に

D

・
ト

ム
プ

ス

ン
は

「
チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

運

動

一
八

三

六
～

一
八

五

六
」
、
　

エ
。フ
ス

タ
イ

ン
は

「
フ

ァ
r

ガ

ス

・
オ

コ
ー

ナ

ー

(
一
七
九

六
～

一
八

五

五
)
」

を

寄

稿

し

て

い
る

。

同

地

域

チ

ョ
ー

リ

ウ

ッ
ド

・

リ

ッ
ク

マ

ン
ズ

ワ
ー

ス

の

地

区

労

働

党

が

記

念

の

銘

板

を

つ
く

る

提

案

を

し

た

が

、

住

民

は
制

作

者

と

し

て
党

の
名

前

を
入

れ

る

の

を
拒

否

し
、

住

民

自

身

の
手

で

ホ

ー

ル

の
入

り

口
に
円

形

の
銘

板

を
掲

げ

た
。

銘

文

は

「
庶

民

院

議

員

、

チ

ャ

ー

テ

ィ

ス
ト
、

理
想

主
義

者

、

社

会

改

革

者

フ

ァ
ー

ガ

ス

・
オ

コ
ー

ナ

ー

に
よ

っ

て
、

こ

の
地

に

一
八

四

七
年

に
建

設

さ
れ

た

オ

コ
ー

ナ
ー

ヴ

ィ

ル

の
誇

ら

し
き

記

　

　
　

　

　

　

　
　

(16
)

憶

の
た

め
に
」

と

あ

る
。

　

住

民

に

よ

る

一
五
〇

周
年

を

記
念

す

る
運

動

は
、

一
九

九

六
年

に
第

五

入
植

地
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窓史

ド

ッ
ド

フ

ォ
ー

ド

(
ウ

:

ス
タ

ー

シ

ア
北

東

部

、
バ

ー

ミ

ン
ガ

ム

の
西
南

方

)
で

も

始

ま

り
、

ド

ロ

シ
ー

・
ト

ム
プ

ス

ン
の
薫

陶

を

受

け

た

オ

ゥ

エ
ン

・
ア

シ

ュ
ト

ン

と

ス
テ

ィ
ー

ヴ

ン

・
ロ
バ

ー

ッ

の
主

催

に
よ

り

、

バ

ー

ミ

ン
ガ

ム
大

学

で

九

五
年

九

月

に
始

ま

っ
た
研

究

集

会

「
チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム

・
デ

ィ
」

(
O
訂

三

ωヨ

U
醸

)

と

提

携

し
、

九

七
年

か
ら

は
同

研

究

集

会

を

一
年

お

き

に
ド

ッ
ド

フ

ォ

ー
ド

に

誘

致

し

て

地
域

住

民

の
熱

気

は
大

い

に
高

ま

っ
た

。

九

八

年

に

住

民

た

ち

は

地

域

の

活

動

を
統

括

す

る

ド

ッ
ド

フ

ォ
ー
ド

協

会

(
議

長

ジ

ョ

ン

・
プ

ー

ル
、

同

地

域

の

広

域

的

な
自

然

保

護

協

会

の
代

表

)

を

設

立

、

一
五

〇

周

年

に

当

た

る

九

九

年

七

月

に

は
同

協

会

の
主

催

で
入

植

日

に
当

た

る

二
日

か
ら

一

一
日

ま

で
、

ヴ

ィ
リ

ッ

ジ

・
ホ

ー

ル

(
一
九

七
七

年

に
建

設

)

を

中

心

に
し

て

、

研

究

集

会

(
約

一
〇

〇

人

出

席

)

の
ほ

か
、

当

時

の
耕

作

用

具

も

揃

え

た

歴

史

を

た

ど

る

展

示
、　

「
オ

コ

ー

ナ
ー

の
夢

」

(
O
、O
o
口
昌
o
円
.°・
U
域
＄

旨
)
と
題

し

た

演

劇

や
、

ダ

ン

ス
、

音

楽

会

な
ど

多

彩

な
記

念

祝

賀

行

事

が

行

わ

れ

た
。

そ

の

ハ
イ

ラ
イ

ト

は

ホ

:

ル
前

の
広

場

に
建

て

ら

れ

た
大

理

石

の
記

念

碑

の
除

幕

式

で
あ

っ
た

。

記

念
碑

に

は

「
チ

ャ

…
テ

イ

ス
ト

の

入

植

地

グ

レ
イ

ト

・
ド

ッ
ド

フ

ォ
ー

ド
、　

一
八

四

九

年

七

月

二

日
。

一
九

九

九

年

七
月

に

そ
れ

を
記

念

し

て
し

と

刻

ま

れ

て

い
る

。

研

究

集

会

終

了
後

に
行

わ

れ

た

そ

の
除

幕

式

に

は
、

地

域

自

治

体

の
責

任

者

も

出

席

し

祝

辞

を

述

べ

た

ほ

か
、

二
年

前

に

記
念

行

事

を
終

え

た

ヘ

ロ

ン
ズ

ゲ

イ

ト

の
住

民

多

数

も

駆

け

つ
け
、

ナ

シ

滋
ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト

の
関

係

者

も

含

む

約

二
〇

〇

人

ほ
ど

が

除

幕

行
事

を

見

守

り
喝

采

を

送

っ
た
。

　

テ

ー

マ
を

土

地

計

画

に
絞

っ
た

研
究

集

会

で

は
、

S

・
ロ
バ

ー

ッ
と

0

.
ア

シ

ュ
ト

ン
の
司

会

の
も

と

、

ド

ッ
ド

フ

ォ
ー

ド

入
植

地

の
研

究

で
知

ら

れ

る
ピ

ー

タ

ー

・
シ

ア

ビ

ィ

「
チ

ャ

;
テ

イ

ス
ト

の
小

住

宅

」
　

(
O
冨

三

ωけ
O
o
簿
掌。
σq
Φ
ω)
、

テ

ィ
ム

・
ラ

ン
ド

ー

ル

「
チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

の
歌

と

詩

」

(
○
財
錠
江
警

ω
o
博
σQ
ω
碧

自

℃
0
9
曼

パ
ッ
ト
及
び

ロ
イ

・
パ
…
マ
ー
の
歌
唱
付
き
)
、
土
地
計
画
研
究
の
先
頭

に
立
つ
研
究
者

マ
ル
コ
ム

・
チ

ェ
イ
ズ
に
よ
る
土
地
計
画
の
意
義
を
積
極
的
に
評

価
し
た
内
容
豊
か
な
報
告

「
チ
ャ
ー
テ

ィ
ス
ト
の
土
地
計
画
し
(
O
冨
三
。・け
U
帥巳

℃
一き
)
〔報
告

の
内
容
は
後
出
の
二
つ
の
論
文
集

Q
ひ
ミ
嵩
惠
卜
磯
§
セ
(ドΦ
ΦO
)
及

び

ト
凡艮
武

§
匙
卜
§
丶ミ
轟

(ド㊤
O①
)
に
収
め
ら
れ
た
も
の
と
重
な

っ
て
い
る
〕
、

筆
者
の

「
フ
ァ
ー
ガ
ス

・
オ

コ
ー
ナ
ー
と
土
地
計
画
」　
(閏
①
母
αq昜

○
.O
o嘗

o
吋

譽
伍
爵
o
ピ
9。ロ
鎌
ω
畠
。旨
。
)

の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

筆
者
の
報
告
は
オ
コ
ー
ナ

ー
が
狂
気
に
取
り
つ
か
れ
て
収
容
さ
れ
た
精
神
病
院
の
院
長
テ

ユ
ー
ク
が
、
彼
の

発
病
の
原
因
は
彼
が
清
熱
を
注
い
だ
土
地
計
画
に
あ
り
、
と
く
に
土
地
計
画
を
め

ぐ

っ
て
元
の
同
志
た
ち
か
ら
受
け
た
激
し
い
非
難

・
攻
撃
に
あ
る
、
と
確
信
を
も

っ
て
下
し
た
診
断
か
ら
出
発
し
、
オ

コ
ー
ナ
ー
の
精
神
に
決
定
的
な
ダ

メ
ー
ジ
を

も
た
ら
し
た

そ
の
非
難

・
批
判
の
大
部
分
が

不
当
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
論

じ
、
歪
め
ら
れ
見
捨
て
ら
れ
て
き
た
土
地
計
画
が
、

一
五
〇
周
年
を
慶
賀
す
る
住

民
た
ち
の
熱
意
に
よ

っ
て
、
い
ま
は
じ
め
て
正
当
な
位
置
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て

い
る
、
と
結
ん
だ
。
土
地
計
画
と
チ
ャ
ー
テ

ィ
ズ
ム
の
歴
史
に
親
し
ん
だ
地
域
住

民
も
質
疑
に
活
発
に
参
加
し
、

一
五
〇
周
年
を
記
念
す
る
実
り
多

い
研
究
集
会
で

　
　
(17
)

あ

っ
た
。
そ
の
ほ
か
ド

ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
歴
史
と
入
植
者
の
変
遷
を
詳
細
に
フ
ォ

ロ
ウ
し
た
住
民
ダ
イ
ア
ナ

・
プ
ー
ル
の
報
告
も
行
わ
れ
た
。
(『
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト

の
最
後

の
入
植
地
ー
グ

レ
イ
ト

・
ド

ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
ー

一
八
四
九
年
』
と
し
て
公

(
18
)
刊
。
)

ま

た
後

に
も

触

れ

る

S

・
ロ
バ

ー

ツ
と

D

・
ト

ム

ス

ン
共
著

『
チ

ャ
;

テ

ィ
ズ

ム

の
イ

メ
ー

ジ
』
　

(
一
九

九

八
年

)

は
、

土

地

計

画

入

植

一
五

〇

周

年

の
意

図

も

込

め
て

お

り
、

土

地
計

画

に
関

す

る
図

版

六
点

を

収

め
た

ほ

か
、

表

紙

に

は

ヘ

ロ
ン
ズ

ゲ

イ

ト

の

の
ど

か
な

情

景

を
描

い

た

一
〇

歳

の

ア

ン

・
ド

ー

ソ

ン
b
巨
旨

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

(19
)

U
ゆ
≦
ω
o
旨

に

よ

る

色

彩

豊

か

な
刺

繍

画

を
掲

げ

て

い

る
。
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土地計画入植150周 年 とその後のチャーティズム研究

　

オ

コ
ー
ナ
ー
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
た
小
住
宅
の
う
ち
、
原
型
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

遺
す
の
は
..図
o
。・。餌
Φ
5
0
..
と
呼
ば
れ
て

い
る
ド

ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
二
九
号
地
の
住

宅
で
あ
る
。
正
面
玄
関
の
左
右
に
窓
付
き

の
二
室
を
配
置
し
た
住
宅
は
、
オ
コ
ー

ナ
ー
の
生
ま
れ
故
郷
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ご
く

一
般
的
な
民
家
の
様
式
で
あ
り
、
土

地
計
画
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
的
発
想
の

一
端
を
示
し
て
い
る
。
同
地
の
か
つ
て
の
四

工
r
カ
ー
農
場
は
今
で
は
名
の
と
お
り
バ
ラ
が
咲
き
乱
れ
、
数
種
類
の
果
樹
も
た

わ
わ
に
実
る
庭
と
な

っ
て
い
る
。
保
存
運
動
が
高
ま
る
な
か
、
九
七
年
に
同
家
が

空
き
家
に
な

っ
た
後
、
同

一
〇
月
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
が
買
い
上
げ
、
教
育

的
史
跡
と
し
て
保
存
し
公
開
す
る
方
針
を
決
め
た
。
す
べ
て
の
児
童

・
生
徒
が

一

四
歳
ま
で
に
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。
い
ま
住
宅
及
び
四

工
r

カ
r
の
地
所
を

一
八
四
九
年
当
時
の
状
況

に
復
元
す
る
ほ
か
、
児
童

・
生
徒
な
ど

見
学
者
を
運
ぶ

、・・
ニ
バ
ス
を
購
入
し
、

手
洗

い
所
を
新
た
に
設
置
す
る
計
画
を

立
て
、
九
九
年
九
月
ま
で
を
目
途
に
募
金
を
進
め
て
い
た
。
広
大
な
敷
地
に
数

々

の
歴
史
的
建
物
を
展
示
す
る
近
郊

の
エ
イ
ボ
ン
ク
ロ
フ
ト
博
物
館

(諺
く
o口
。8
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(20
)

ζ
器
①ニ
ヨ

o
剛
田

。・8
H8

しd
巳
一傷
ご
σq
。・
在
プ

ロ
ム
ズ
グ

ロ
ウ
ヴ
)
と
連
携
し
た
見

学

コ
ー
ス
を
設
け
、
見
学
者
に
は
往
時
を
し
の
ん
で
農
場
で
の
耕
作
、
住
宅
で
の

調
理
や
洗
濯
を
体
験
さ
せ
る
方
針

で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
入
植
地
以
外
の
ロ
ウ
バ

ン
ズ
、
ス

ニ
ッ
グ
ズ

エ
ン
ド
、

ミ
ン
ス
タ
ー
ラ
ヴ

ェ
ル
の
三
入
植
地
で
は
、
住
民

た
ち
に
よ
る
居
住
地
の
過
去
の
歴
史
を
復

元
し
顕
彰
す
る
運
動
は
現
時
点
で
は
起

こ

っ
て
い
な
い
と
き
く
。
批
判
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
無
視
さ
れ
が
ち
だ

っ
た
土

地
計
画
は
、
チ
ャ
ー
テ

ィ
ス
ト
の
遺
産
に
思
い
を
新
た
に
し
た
二
つ
の
入
植
地
の

住
民
た
ち
の
熱
意
に
よ

っ
て
、
風
化
し
つ
つ
あ

っ
た
記
憶

の
な
か
か
ら
よ
み
が
え

り
、

一
五
〇
年
に
し
て
ふ
さ
わ
し
い
史
的
位
置
を
得
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
研
究
集
会

の
報
告
者
で
も
あ

っ
た

マ
ル

コ
ム

・
チ
ェ
イ
ズ
は
そ
の
後
さ
ら
に
総

括
的
な
論
文
を
発
表
し
、
同
時
代
で
は
多
く
の
批
判
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
後

の
歴
史
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
過
程
を
詳
細
に
示
し
な
が
ら
、
土

地
計
画
を
再
評
価
し
て
い
る
。
末
尾
に
は

『
ニ
ュ
ー

・
ス
テ
イ
ッ
マ
ン
』

一
九
九

七
年
七
月
が
記
し
た

「
オ

コ
ー
ナ
ー
ヴ
ィ
ル
と
い
う
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
の
モ
デ
ル

町
は
緑
豊
か
な
田
園
的
な
村
で
あ
り
、
ベ
ン
ツ
を
所
有
す
る
階
級
の
多
く
が
捜
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(21
)

求
め
て
い
る
住
宅
地
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
で
結
ん
で
い
る
。

二
　

一
五
〇
周
年
前
後

の
チ
ャ
ー
テ

ィ
ズ

ム
研
究

に
つ
い
て

　

ひ
と
ま
ず
土
地
計
画
の
顕
彰
運
動
を
離
れ
て
、

一
五
〇
周
年
前
後
の
チ
ャ
ー
テ

ィ
ズ

ム
研
究
の
状
況
の
検
証
に
移
り
た
い
。
ま
ず
大
衆
運
動
と
し
て
最
後
の
高
揚

を
見
せ
た

一
八
四
八
年
の

一
五
〇
年
記
念
を
意
図
し
て
、
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
を
紹

介
す
る
四
小
冊
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
よ
う
。
い
ず
れ
も
最
新

の
研
究
に

目
配
り
し
な
が
ら
、
大
衆
政
治
運
動
な
い
し
大
衆
的
民
衆
抗
議
運
動
と
し
て
チ
ャ

ー
テ
ィ
ズ
ム
を
正
当
に
積
極
的
に
評
価
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

チ
ャ
ー
テ
ィ

ズ
ム
を
含
む

一
九
世
紀
史

の
碩
学

エ
イ
サ

・
ブ
リ

ッ
グ
ズ

の

『
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(22
>

ム
』
　
(
一
九
九
八
年
)
は
さ
す
が
に
味
が
あ
る
叙
述
が
多
く
、

一
九
八
〇
年
代
以

降

の
研
究

の
進
展
に
配
慮
し
て
、
知
性
的
な
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ラ
ヴ

ェ
ッ
ト
へ
の
著
者
の
思
い
入
れ
は
維
持
し
続
け
な
が
ら
、
ギ
ャ
ミ
ッ
ジ
、
ホ

ウ
ヴ

ェ
ル
ら
の
古
典
書
に
よ
る
大
衆
指
導
者

フ
ァ
ー
ガ
ス
・
オ
コ
ー
ナ
ー
を
軽
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
(23
)

す
る
見
方
に
修
正
を
加
え
、
ド
ロ
シ
ー

・
ト
ム
プ

ス
ン
や

エ
プ

ス
タ
イ

ン
の
オ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(24
)

ー
ナ
ー
へ
の
高
い
評
価
に
理
解
を
示
し
、
著
者
の
新
境
地
を
垣
間
見
せ
て
い
る
。

次
に

「最
初
の
全
国
的
な
労
働
者
の
運
動
」
と
い
う
副
題
を
も

つ
ジ
ョ
ン
・
カ
ー

ル
ト
ン

『
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
』
　
(
一
九
九
七
年
)
は
、
社
会
科
学
的
な
用
語
を
用

い
た
分
析
的
な
叙
述
に
特
徴
が
あ
り
、
中
期
の
局
面
で
労
働
者
の
大
衆
運
動
と
し

45



窓史

て
ブ

ラ

ッ
ク

・
カ

ン
ト

リ

の
坑

夫

の

ス
ト

ラ
イ

キ

か
ら

始

ま

り

、

ス

タ

ッ
フ

ォ
ー

ド

シ

ア
、

ラ

ン
カ

シ
ア
、

チ

ェ
シ
ア
、

ヨ
:

ク

シ

ア

に
中

心

が

移

っ
て

「
人

民

憲

章

の
た

め

の

ス
ト

ラ
イ

キ
」

に
発

展

し

た

コ

八

四

二
年

の
大

衆

ス
ト

ラ
イ

キ
L

に
中

心

的

位

置

を

与

え
、

多

く

の
ペ

ー

ジ

を
当

て

た
。

ま

た

マ

ル
ク

ス

・
エ

ン
ゲ

ル

ス
と

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
、

チ

ャ

ー
テ

ィ
ズ

ム
と

歴
史

家

と
題

し

た
補

論

も

加

え

　

　

(25
)

て

い

る
。

　

ケ
イ

ン
ブ

リ

ジ

「
歴

史

の
展

望
」

シ
リ

ー
ズ

の

一
冊

リ

チ

ャ

ー
ド

・
ブ

ラ
ウ

ン

『
チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
』
　

(
一
九

九

八
年

)

は
、

運

動

の
経

過

を

語

っ
た

各
章

の
末

尾

に
、

関

連

す

る

史

料

を
あ

げ

つ

つ
行

な

っ
た

事

例

研
究

の
部

分

を
設

け

、

設

問

も
加

え
、

ま

た

「
ど

の

よ
う

な

人

が

チ

ャ
ー

テ

ィ
ス
ト

だ

っ
た

か
」
　

「
オ

コ
ー

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

(26
)

ナ
ー

は

正

し

か

っ
た

の
か
」

と

い

っ
た
章

や

小

見

出

し
も

あ

り

、

教

育

書

の
性
格

が

見

え

る
。

一
方

、

研

究

史

を

か
な

り
立

ち

入

っ
て
述

べ
、
最

近

一
五

年

の
間

に

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

(27
)

「
歴
史

家

の
こ

の
運

動

を

み

る
見

方

は
大

き

く

変

わ

っ
た
」

と

と

ら

え

て
、

最

近

の
ポ

ス
ト

・
モ
ダ

ン
な

い
し

ポ

ス
ト
構

造

主

義

の
歴

史

家

の
見

解

を

紹

介

し
な

が

ら
、

修

正

派

の
見
方

は

一
九

世

紀

に

お
け

る
急

進

的

活

動

の
連

続

性

を
強

調

す

る

あ

ま

り

、　

「
運

動

の
ダ

イ

ナ

ミ
ズ

ム
と
非

予

見

性

を
軽

視

し

て

い

る
」

と

論

評

し

　

　

(28
)

て

い
る

。

首

肯

で
き

る

解

説

で

あ

る
。

　

ラ

ン
カ

ス

タ

ー

・
パ

ン
フ

レ

ッ
ト

の

一
冊

と

し

て

刊
行

さ

れ

た

ジ

謎

ン

・
ウ

ォ

ー

ル
ト

ン

『
チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
』
　

(
一
九

九

九
年

)

は
、

運

動

の
経

過

に

つ
い

て

は
簡

略

に
と

ど

め
、

一
九

七

〇

年

代

以
降

の
研

究

成

果

に
広

く

目

配

り

し

て

お

お

む

ね
的

確

な
評

価

を

与

え

な

が

ら

、　

「
チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

の
目
標

」
　

(
O
訂

註

鴇

O
o
巴
。・
)
、

「
チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

の
諸

戦

略

」
、

「
抑

圧

と
譲

歩

ー

国
家

と

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
」

と
題

し

た
章

で
興

味

深

い
評

価

を

試

み

た
。

次

の
結

び

の
言
葉

は
新
鮮

で
あ

る
。
　

「
わ

れ

わ
れ

が

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

の
目

標

を

ど

の
よ

う

に

規

定

す

る

か

が
、
こ
の
運
動
が
成
功
し
た
か
失
敗
し
た
か
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
認
識
に
影

響
を
与
え
る
。
要
求
し
た
六
項
目
の
ど
れ

一
つ
と
し
て
実
現
し
な
か

っ
た
し
、
そ

の
敗
退
後
は
半
世
紀
も
の
間
、
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ

ム
は
視
界
か
ら
ほ
と
ん
ど
消
え
失

せ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
高
揚
し
た
運
動
と
断
続
的
に
与
え
た
脅
威
が
な
か

っ
た

と
し
た
ら
、

一
八
四
〇
年
代

の
政
府
が
あ

の
よ
う
な
譲
歩
を
行

っ
た
と
は
ほ
と
ん

ど
考
え
ら
れ
な
い
。

チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
は
、

一
部
は
、
民
衆
を
運
動
に
引
き
込
ん

だ
そ
の
目
標
が
達
成
さ
れ
た
た
め
に
衰
退
し
た
の
だ
。

チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ

ム
は
な
ぜ

敗
北
し
た
の
か
と
問
う
こ
と
は
、
そ
の
本
質
を
見
誤
る
も
の
で
あ
る
。
興
味
深

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(29
)

設
問
は
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
ま
で
成
功
し
た
の
か
と
問
う
こ
と
で
あ
る
。
L

　
さ
き
に
あ
げ
た

悌
バ
ー
ッ
と
D

・
ト
ム
プ

ス
ン
共
著

『
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
の
イ

メ
:
ジ
』
も
、　

一
五
〇
周
年
を
記
念
し
た
書
物
と
し
て
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な

囈

こ
れ
は
チ
ャ
ー
ア
・
ズ
ム
を
図
像
で
示
す
試
み
で
あ
臥

八
〇
枚
の
図
版
を

収
録
し
簡
潔
な
解
説
を
付
し
て
い
る
。
チ
ャ
;
テ
イ
ス
ト
の
行
動
、
集
会
や
そ
れ

を
風
刺
し
た
図
版
の
ほ
か
、
四
二
点
が
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
個
人
の
肖
像
画
な
い
し

そ
れ
に
近
い
も
の
か
ら
な
る
。
ま
た
時
期
を
画
し
た
著
書

『
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
』

(
D

・
ト
ム
プ
ス
ン
)
に
お
い
て
階
級
意
識
の
高
ま
り
の
状
況
を
鮮
や
か
に
描
き

　
　
　
　
　
　
　

(31
)

出
し
た
著
者
た
ち
は
、

一
八
三
九
年
の

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
蜂
起
を

「引
き
起
こ
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(32
)

階
級
闘
争
の
強
さ
と
激
し
さ
を
生
き
生
き
と
描
い
た
」
近
年
の
研
究
を
引
き
合
い

に
出
し
な
が
ら
、　

「
こ
れ
と
同
じ
感
情
は

一
八
三
〇
年
代
と

一
八
四
〇
年
代
を
と

お
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
多
く
の
地
域
で
見
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
」
と
、

一
九
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(33
)

紀

の
急
進
主
義

の
連
続
性
を
説
く
最
近

の
修
正
派

の
主
張
に
反
論
し
て
い
る
。

　
最
近
の
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
研
究

の
最
先
端
を
担

っ
て
い
る
研
究
者

の
多
く
は
、

D

・
ト
ム
プ
ス
ン
の
薫
陶
を
直
接
な
い
し
間
接
に
受
け
て
き
た
人
々
で
あ
る
。
現

在
そ
う
し
た
研
究
活
動
を
リ
ー
ド
し
組
織
し
て
い
る
の
は
、
ジ

ェ
イ
ム
ズ

.
エ
プ
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土地計画入植150周 年 とその後のチャーティズム研究

ス

タ
イ

ン
　
(
米

国

ヴ

ァ

ン
ダ

ー
ビ

ル
ト

大

学
)
、
　
オ

ウ

エ
ン

・
ア

シ

ュ
ト

ン
　
(
ス

タ

ッ
フ

ォ

ー
ド

シ

ア
大

学
)
、　

ス
テ

ィ
ー
ヴ

ン

・
ロ
バ

ー

ッ
　

(
.バ
ー

ミ

ン
ガ

ム
大

学
)
、
ロ
バ

ー

ト

・
フ

ァ
イ

ス

ン

(
元

ス

タ

ッ
フ

ォ

ー
ド

シ

ア
大

学
)
、
ネ

ヴ

ィ
ル

・

カ

ー

ク

(
マ

ン
チ

ェ
ス

タ

ー

・
メ
ト

ロ
ポ

リ

タ

ン
大

学

)
、

ジ

ョ

ン

・
ベ

ル

チ

ェ

ム

(
リ

ヴ

ァ
プ

ー

ル
大

学
)

ら

で
あ

る
。

彼

ら

は
個

人

研

究

の

ほ

か
、

グ

ル
ー
プ

で
す

ぐ

れ

た
成

果

を

相

次

い
で
世

に

問

う

て

い
る
。

そ

の
う

ち

ア

シ

ュ
ト

ン
と

ロ

バ

ー

ツ

は
既

述

の
通

り

バ

ー

ミ

ン
ガ

ム
大

学

を
拠

点

に

し

た

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
研

究

集

会

の
組

織

者

で
あ

り

、

さ

ら

に

フ

ァ
イ

ス

ン
を
加

え

た

三
人

の
編

で
共

同

研

究

の
成

果

を
相

次

い

で
公

刊

し

て

い
る

。

そ

の
貴

重

な
成

果

と

し

て

ま
ず

簡

潔

な

解

説

を
加

え

た

チ

ャ
r

テ

イ
ス
ト

運

動

の
文

献

目
録

『
チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト
運

動

、

解

説

付

き

新

文

献

目

録

』
　

(
一
九

九

五

年

)

が

あ

る
。

こ
れ

は
D

・
ト

ム
プ

ス

ン

と

ジ

ョ
ン

・

ハ
リ

ス

ン
編

の

『
チ

ャ
ー

テ

ィ
ス
ト

運

動

文

献

目
録

i

一
八

三

七
～

一
九

七

六
』
　

(
一
九

七

八
年

)

の
補

遺

も

兼

ね

な

が

ら
、

刊
行

時

点

ま

で

の

チ

ャ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(34
)

i

テ

ィ
ズ

ム
文

献

を
網

羅

し

た
決

定

版

で
あ

る
。

本

書

の
ト

ム
プ

ス

ン
筆

の
序

文

は
、

最

近

の
チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
研

究

の
成

果

に
言

及

し

つ

つ
、

一
四

ペ

ー
ジ

に

及

ん

で

い
る
。

　

さ

ら

に

二
冊

の
論

文

集

が

三
人

の
編

集

で
公

刊

さ

れ

た
。

一
冊

は
ト

ム
プ

ス

ン

の
研
究

活

動

と
薫

陶

に
感

謝

し

た

=

一名

の
研

究

者

に
よ

る
献

呈

論

文

集

『
不

満

を
表

明

す

る

義
務

、

ド

ロ
シ

ー

・
ト

ム
プ

ス

ン
献

呈

論

集

』
　
(
一
九

九

五

年
)

で

　

(35
)

あ

る

。
書

名

は

詩

人

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

の

ト

マ

ス

・
ク

ー

パ

ー
が

一
八

五

三

年

に

行

っ
た

講

演

の
演
題

か

ら
取

ら

れ

て

い

る
。

同

書

に

つ
い

て

は
、

す

で

に
述

べ
た

か

つ
て

の

チ

ャ

ー
テ

ィ
ズ

ム
研
究

の
組

織

者

エ
イ

サ

・
ブ

リ

ヅ
グ

ズ

が

「
本

書

の

諸

論

文

は
、

労

働

史

と

く

に

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
の
研

究

に
多

大

の
際

立

っ
た
貢

献

を

成

し

遂

げ

た

ド

ロ
シ
ー

・
ト

ム
プ

ス

ン

へ
捧

げ

た
、

価

値

の
あ

る
感

謝

の

し

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(
36
)

し

で
あ

る
L

と

好

意

的

な
評

価

を
与

え

て

い

る
。

　

本

書

の
冒

頭

に

は

ト

ム
プ

ス

ン

の
学

問

的

姿

勢

と
業

績

を
顕

彰

し

た

「
模

範

を

示

す
ー

ド

ロ
シ
ー

・
ト

ム
プ

ス

ン
、

そ

の
歴

史

学

と

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム

の
研

究

」

(
ネ

ヴ

ィ

ル

・
カ

ー

ク
)

が

あ

る
。

カ

ー

ク

の
論

考

は

ド

ロ

シ
ー

の
歴

史

研

究

の

姿

勢

、

技

法

、

方

法

に

つ

い
て
夫

の
故

エ
ド

ワ
ー

ド
と

並

べ

て
高

く

評

価

し
、

そ

の

チ

ャ

ー
テ

ィ
ズ

ム
研
究

が

、

階

級

の
視

点

だ

け

で

な
く

、

ジ

ェ
ン
ダ

ー

な

い

し

女

性

の
視

点

及

び

民

族
問

題

と
く

に

ア

イ

ル
ラ

ン
ド
人

と

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム

の
関

連

の
視

点

を

も

合

わ

せ

て

と
ら

え
、

新

境

地

を
拓

い
た
も

の
で
あ

る

こ
と

を
確

認

　

　

　

(37
)

し

て

い
る

。

　

第

二
章

以

下

は
ド

旨
シ

ー
か

ら
直

接

・
間

接

に
薫

陶

を
受

け

た
人

々
に

ょ

る

一

一
編

の
個

別

論

文

か

ら

な

る
。

題

目

を

示

す

と

「
チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

の
全
国

指

導

者

に

つ

い

て
1

若

干

の
展

望
」
　

(
ジ

ェ
イ

ム
ズ

・
エ
プ

ス

タ
イ

ン
)
、
　

「
『
ノ
ー

ザ

ン

・
ス

タ

ー
』

に
寄
稿

し

た

の

は
ど

う

い
う

人

々
か
」
　

(
ス
テ

ィ
ー

ヴ

ン

・
ロ
バ

;

ッ
)
、

運

動

の
初

期

か

ら

一
八

四

八
年

以

後

の
衰

退

期

ま

で

ポ

タ
リ

ー
ズ
　
(
陶

業

地

)

の
地

方

活

動

家

だ

っ
た

ジ

ョ

ン

・
リ

チ

ャ

ー
ズ

へ
の
敬
愛

を

込

め
た

「
ジ

ョ

ン

・
リ

チ

ャ
ー
ズ

へ
の

賛

辞

」
　

(
獄
バ

;

ト

・
フ

ァ
イ

ソ

ン
)
、　

「
農

村

の

抵

抗

ー

オ

ク

ス

フ

ォ

ー
ド

シ

ア
南

部

に

お
け

る

慣

習

、

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
、

紛

争
-

一

八
〇

〇

～

一
九

一
四
」

(
ケ
イ

ト

・
テ

イ

ラ

ー
)
、

「
職

場

統

制

の
経
緯

-

一
八

〇

〇

～

一
九

〇

〇

の
イ

ギ

リ

ス

に

お
け

る
非

公

式

主

義

と

職

場
」
　

(
ク

ラ
イ

ヴ

・
ビ

ハ
ヅ
グ

)
、　

「
『
同

じ
共

通

の
水

準

へ
平

準

化

す

る

の

か
?

　

精

神

病

院

に

お
け

る

社

会

階

級

、

一
七

八
〇

～

一
八

六
〇

』

(
」

・
D

・
ス

ミ

ス
)

「
ヘ

ン
リ

エ

ッ
タ

・

ス
タ

ナ

ー

ド
と

女

性

の
社

会

的

解

放

i

一
八
九

〇

～

一
九

一
〇

」

(
オ

ウ

エ

ン

・

ア

シ

ュ
ト

ン
)
　
「
急

進

的

な
考

え
方

な

の
か
?

　

エ
リ

ザ

ベ

ス

・
ロ
ビ

ン
ズ

ー

サ

フ
ラ

ジ

ッ
ト
　
(
女

性

参

政

権

派
)

の
歴

史

の

形

成

と

労

働

者

階

級

女

性

の

代

表
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窓史

権

L

(
ア

ン
ジ

ェ
ラ

・
ジ

望

ン
)
、
・
「
ウ

ス
タ

ー
ジ

ア

の
第

、一
次

犬

戦

期

に

お
け

る

貧

困

と
救

貧

法

」

(
グ

レ

ン

・
'
マ
シ

ュ
ウ
ズ
)
、

「
も

う

一

つ
の
移

入

民

像

-

一
九

世

紀

リ

ヴ

ア
プ

ー

ル
の

ア

イ

ル
ラ

ン
ド
人

の
間

の
民

族

的

・
党

派

的

協

力

関

係
」

(
ジ

ョ
ン

・
ベ
ル

チ

ェ
ム
)
、　

「
『
わ

れ

ら

は
皆

ソ

ラ
地

域

か
ら

移

っ
て
来

た
』

ー

バ

ー

ミ

ン
ガ

ム

の
イ

タ

リ

ア
人

、

お

よ
そ

一
八

一
二

～

一
九

一
九
』

(
カ

ー

ル

・

チ

ン
)

と

な

る
。

こ

れ

ら
が

対

象

と

す

る
時

代

は

二
〇

世

紀

初

期

ま

で
を

含

み
、

扱

う

主
題

も

ド

ロ
シ
ー

の
論

文

集

『
ア

ウ

ト

サ

イ
ダ

ー
』

の
副

題

「
階

級

、

ジ

ェ

ン
ダ

ー
、

ネ

イ

シ

ョ
ン
し

の
範

囲

全

体

に

わ

た

る

(
同

書

は

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム

の

時

代

を

対

象

に

し

て

い
る
)
。

　

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
を
直

接

扱

っ
て

い
る
最

初

の
三
編

に

つ
い

て
簡

潔

に
見

て

み

よ

う

。

全

国

指

導

者

に

つ
い

て

論

じ

る

エ
プ

ス

タ
イ

ン
は
、

指

導

者

た

ち

が

代

表

大

会

(
コ
ン
ヴ

ェ
ン
シ

ョ

ン
)

を

開

き

、

そ

れ

を

現

議

会

に
代

わ

る

対
抗

議

会

(
p
導

ぎ

巴

貯
巳
①
ヨ
)

と

さ

え

位

置

付

け

よ

う

と

し

、

全

国

組

織

と

し

て

全

国
憲

章

協

会

を

つ
く

り
、

活

動

家

の

有

給

制

を

推
進

す

る

な

ど

の

活

動

を

論

じ

な
が

ら

、

チ

ャ
;

テ

イ
ス
ト

に
よ

る

大

衆

動

員

の

ス

タ
イ

ル
、

大
衆

演
壇

の
活

用
、

言

説

の

レ
ト

リ

ッ
ク
な

ど

を

検

証

す

る

。

彼

は
、

G

・
S

・
ジ

ョ
ー

ン
ズ
、

P

・
ジ

ョ
イ

ス
ら

に

よ

る

チ

ャ
ー

テ

ィ
ス
ト

の
階

級

意

識

を

運

動

を

支

え

た

主
要

な
要

因

と

は

み
な

さ

な

い
主

張

や

、

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
か

ら

世

紀

後

半

の
民

衆
的

リ

ベ

ラ

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

(38
)

リ
ズ

ム

へ
の
連

続

性

を

強

調

す

る

E

・
ビ

ア
ジ

ニ
説

を

批

判

す

る

。

『
ノ

ー
ザ

ン
・

ス
タ

ー
』

に
掲

載

さ
れ

た
多

彩

な

記

事

を

紹

介

し

な

が

ら

、

ス

ケ

ッ
チ
風

に

そ

の

筆

者

に
迫

る

の
は

尺

ハ
ー

ッ
の
論

文

で
あ

る
。

同

紙

に

は
毎

号

、

地
方

の
集

会

や

示

威

行

動

の
報

告

が

数

多

く

掲

載

さ

れ

て

い

る
が

、

例

え

ば

ア

ン

・
ペ

パ

ー

(
リ

ー

ズ
女

性

急

進

主
義

協

会

)
、
ト

マ

ス

・
シ

ム

ニ
ッ
ト

(
在

ニ

ュ
ー

ア

…

ク
)
な

ど

の
知

ら

れ
ざ

る
弁

士
が

『
ス
タ

ー
』

紙

を
振

り

か
ざ

し

て
演

説

し
た

と

伝

え

て

い

る
。

遺

言
、

私

生

児

の
問
題

な
ど

身

の
上

相

談

も
多

く

寄

せ

ら
れ

、

法

律

問

題

で

は

オ

コ
ー

ナ

む
、

ア

ー

ネ

ス
ト

ー・
ジ

ョ
ー

ン
ズ

の
両

弁

護

士

が

回

答

し

て

お
り

、

流

刑

に

な

っ
た
人

々

の
妻

の
窮

状

な

ど

個

人

の

ニ

ュ
」

ス
も

豊

富

に
掲

載

さ

れ

て

い

て
、

同

紙

が

労

働

者

階

級

の
新

聞

と

し

て

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
を

支

え

た

こ
と

を

力

説

す

る
。

ま

た
同

紙

に

は
多

く

の
詩

が

掲

載

さ

れ
.た
が

馬

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
と

オ

コ
ー

ナ

ー

へ
の

結

集

を

呼

び

か
け

る

詩

数

点

を

紹

介

し
、

末

尾

に

は

一
八

三

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

(39
)

八

～

四

二
年

に
同

紙

に
掲

載

さ
れ

た
詩

の
作

者

七

四
名

を

一
覧

に

し

て

い
る

。

フ

ァ
イ

ス

ン
は

一
八

三
〇

年

に

五

八
歳

で
議

会

改

革

運

動

に
加

わ

り
、

最

高

齢

で

三

九

年

の

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

・
コ
ン
ヴ

ェ
ン

シ

ョ
ン
の
代

表

と

な

り
ハ

四

八
年

と

そ

の
後

ま

で

一
貫

し

て

運

動

に
捧

げ

た

ポ

タ
リ

ー

ズ

の
靴

職

人

出
身

ジ

ョ
ン

・
リ

チ

ャ
ー
ズ

の
生

涯

(
五

六

年

六

月

に

死

去
)

を
、

敬

意

を
込

め

て

は

じ

め

て

明

ら

か

に
す

る

。

リ

チ

ャ
ー
ズ

は
オ

コ
ー

ナ

ー
を

支

持

し

四

二
年

の

コ
ン
ヴ

ェ
ン

シ

ョ
ン

代

表

に
も

な

り

、

同

年

八
月

の

ス

タ

ッ
フ

ォ

ー
ド

シ

ア

の
騒
擾

に
関

連

し

て
逮

捕

さ

れ

、

禁

固

一
年

と

な

っ
た

。

同

じ

罪

に
問

わ

れ

た

詩

人

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

の
ト

マ

ス

・
ク

ー

パ

ー

は
獄

中

詩

『
自

殺

者

の
煉

獄

』

の
な

か

で
、

こ

の
老

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

に
賛

辞

を

贈

っ
た

。

エ
リ

ス

の
生

涯

を

明

る

み

に

出

し

た
後

出

の
論

文

と

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

(40
)

同

様

に
、

近

年

の
論

争

に

は
言

及

し

て

い
な

い
。

　

も

う

一
冊

は

二

人

の
論

文

を

集

め
た

ア

シ

ュ
ト

ン
、

フ

ァ
イ

ス

ン
、

ロ
バ

ー

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

(41
)

ツ
編

『
チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

の
遺

産

』
　

(
一
九

九

九

年

)

で
あ

る

。
本

書

は

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト
研

究

シ
リ

ー
ズ

第

一
輯

と

位

置

づ

け

ら

れ

、

冒

頭

に
ブ

リ

ッ
グ

ズ

が

序

文

を
寄

稿

し
、

編

者

の
求

め

に
応

じ

て
彼

自

身

の
研

究

歴

を

回

顧

し

た

な

か

で
、

オ

ク

ス

フ

ォ
ー

ド

で

「
労

働

運

動

漏

研

究

を
根

付

か

せ

た
G

・
D

・
H

・
コ
ー

ル

か

ら
受

け

た
多

大

な
薫

陶

や
、

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
と

労

働

史

研

究

と

の

か

か
わ

り

に

つ
い

て
語

り
、

ま

た

一
九

七

六
年

に

サ

シ

ヅ
ク

ス
か
ら

オ

ク

ス
フ

ォ

ー
ド

に
戻

48



土地計画入X150周 年 とその後のチャーテ ィズム研究

っ
た
と

き

(
ウ

ー

ス

タ

ー

・
カ

レ

ッ
ジ
学

寮

長
)
、
悲

し

い

か

な

「
労

働

運

動
」

は

消

滅

し

て
お

り
、

ま

た

ヶ
イ

ン
ブ

リ

ジ

に

は

元
来

「
労

働

史

」

は
な

か

っ
た
、

と

　

　

　

　

　

(42
)

も

述

べ

て

い
る
。

　

本

書

の
主
要

な
論

文

に

つ

い
て
、

新

し

い
論

点

な

い

し
再

解

釈

を

提

起

し
た

も

の
を

中

心

に
紹

介

し

よ

う
。

ま
ず

巻

頭

の
気

鋭

の
研

究

者

マ
イ

ル
ズ

・
テ
イ

ラ

ー

に
よ

る

「
六

項

目

"
チ

ャ

ー
テ

ィ
ズ

ム
と

議

会

改

革

」

に
注

目

し

た

い
。

テ
イ

ラ

ー

の
見

解

の

ユ

ニ
ー

ク
な

点

は
、

人

民
憲

章

を
民

衆

運

動

を
糾

合

す

る
た

め

の
非

現

実

的

な

象

徴

で
あ

り
、

六
〇

年

前

の
ウ

ィ

ル
ク

ス
や

カ

ー

ト

ラ
イ

ト

が

提

唱

し

た
議

会

改

革

の
要

求

を

継

承

し

反
復

し

た
も

の
、

と

み
な

す

従

来

か
ら

の

チ

ャ
～

テ

ィ
ズ

ム
理

解

に
異
議

を

唱

え
、

国

制
史

、

議

会

改

革

史

に

お

い

て
、

人

民

憲

章

と

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
は

新

次

元

を

画

す

る

も

の

で

あ

っ
た
と

説

く

と

こ
ろ

に

あ

る
。　

一
八

三
九

年

の

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

の
勤

労

諸

階

級

代

表

大

会

(
○
窪

奠
巴

O
o
づ
く
Φ
口
識
o
u

o
h
夢

Φ

H口
伍
蕊

けは
巴

Ω

器
ω
Φ
ω
)

の
活

動

や

そ

の
後

の
彼

ら

の
選

挙

活

動

か
ら

み

て
、

チ

ャ

ー

テ

ィ

ス
ト

は
国

会

議

員

を

「
単

な

る
代

表

(
器
箕

?

。。
露

＄
江
く
①
。。)

で

は
な

く
、

派

遣
代

表

(
山
巴
。
σq
g。
8
ω
)

で
な

け

れ

ば

な

ら

な

い
」

と

考

え

て

お

り
、
　

「
国
制

上

に

お

い
て

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト
が

与

え

た

最

大

の
脅

威

は
普

通

選

挙

権

に

あ

る

の
で

は

な
く

、

委

任

代

表

の
理

論

で
あ

っ
た
」

と

と

ら

え

(
43

)

る
。

つ
ま
り
議
員
は
選
出
民

の
意
向
に
忠
実
に
従
う
べ
き
、

と
い
う
主
張
で
あ

り
、

こ
れ
が
議
会
制
民
主
主
義
の
空
洞
化

の
歯
止
め
に
な
る
。
ま
た
人
罠
憲
章
は

選
挙
の
実
務
に
つ
い
て
半
ば
以
上

の
頁

を
さ
き
、
有
権
者

(
三
ヵ
月
以
上
の
居
住

者
)

の
登
録
、

選
挙
管
理
官

の
選
任
、

票
の
扱
い
な
ど
事
細
か
に
述
べ
て
い
る

が
、

こ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
無
規
律
な
腐
敗

し
た
選
挙
を
抜
本
的
に
変
え
る

「真
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(44
)

革
命
的
文
書
で
あ

っ
た
」
、

と
評
価
す
る
。

テ
イ
ラ
ー
は
以
前
に
は
G

・
S

・
ジ

ョ
ー
ン
ズ
ら
の
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ

ム
前
後

の
急
進
主
義
の
遮
続
性
を
強
調
す
る
見
解

に
従

っ
て
き

た
が

、

今

で

は

こ

の
論

文

で
示

す

よ
う

に
連

続

説

は
不

適

当

と

考

え

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(45
)

て

い

る
、

と

注

記

し

て

い
る

。

時

は
下

っ
て

一
八
六

六

年

に
都

市

の
労

働

者

層

へ

参

政

権

の
拡

大

が

打

ち

出

さ

れ

た

と

き
、

支

配

階

級

に
と

っ
て
最

大

の
恐
怖

は
、

労

働

者

階

級

の

選

挙

区

が

「
選

出

民

の

命

令

に

の

み

従

う

派

遣

代

表

を

選

出
す

る
」

の

で

は
な

い

か
、

と

い
う

こ
と

に
あ

り
、

チ

ャ

ー

テ

ィ
ス
ト

の
遺

産

は
生
き

　

　

　

　

(64
)

続

け

て

い
た

。

テ
イ

ラ

ー

の
論

文

は
国

制

史

の
観

点

か

ら
、

こ
れ

ま

で

見
落

と

さ

れ

て

い
た

問

題

を

明

る

み

に
出

し
、

近

年

の
論

争

に

も

一
石

を
投

じ

た
貴

重

な

研

究

と

言

え

る
。

　

次

に

オ

ウ

エ

ン

・
ア

シ

ョ
ト

ン
の

「
チ

ャ

ー

テ

ィ
ス
ト

運

動

に
お

け

る
弁

士

と

雄

弁

ー

一
八

四
〇

～

一
八

四

八
」

は
、

自

身

が

チ

ャ

ー

テ

ィ
ス
ト

だ

っ
た
最

初

の

歴

史

家

ギ

ャ
ミ

ッ
ジ

の

「
チ

ャ
:

テ

イ
ス
ト

運

動

の
夜

明

け

は
ま

さ

し

く

労

働
者

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(47
)

階

級

の

雄

弁

の

時

代

(
の
到
来

)

で
あ

っ
た
」

と

い
う

論

述

を

ま
ず

引

き

合

い

に
出

す

。

こ

の
論

文

は

、

チ

ャ

ー

テ

ィ
ス
ト

の
主

義

・
主
張

を
活

字

や
文

字

で
書

か
れ

た
も

の

(
演

説

の
場

合

は
そ

の
記
事

)

を
素

材

に

し

て
、

そ

れ

を

言
語

論

的

に
分

析

し

評

価

し

よ
う

と

す

る

G

・
S

・
ジ

ョ
ー

ン
ズ

ら

の

見

解

(
い
わ

ゆ

る

コ
葺
語

論

的

転

回
」

.津
昌
αQ
巳

。。江
。

8
旨

、、)

の
批

判

も

意

図

し

て

お

り
、

こ

の
運

動

の
盛

衰

に

と

っ
て
、

話

さ

れ

た

言
葉

す

な

わ

ち

演

説

・
集

会

に

お
け

る

指

導

者

・
弁

士

大

衆

の
間

の
直

接

の
対

面

関

係

が

よ

り

重

要

な

役

割

を

も

っ
た

と

と

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(48
)

え

、

効

果

的

な

弁

舌

、

集

会

の
持

ち
方

を

問

題

に
す

る

。

　

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

の
弁

士

に

は

オ

コ
:

ナ

i
、

オ
ブ

ラ
イ

エ

ン
、

ピ

ー

タ

ー

.

マ
ク

ド

ウ

ア

ル
医

師

の

よ
う

な

中

上

流

階

級

出

身

の
全

国

指

導

者

の

ほ

か
、

バ

ー

ス
の
靴

工
バ

ー

ト

レ

ッ
ト
兄

弟

、

ト

ゥ

ロ
ウ
ブ

リ

ッ
ジ

の
帽

子

工
W

・
キ

ャ
リ

ア

i
、

ハ
リ

フ

ァ
ク

ス
の
織

工

ベ

ン

・
ラ

シ

ュ
ト

ン
の

よ
う

な

お
も

に
労

働

者

出

身

の
地
方

的

弁

士

・
活

動

家

が

あ

り
、

さ

ら

に

ア

イ

ル
ラ

ン
ド
生

ま

れ

の

G

.
ホ

ワ

49



窓史

イ
ト
、
絹
手
織
工
J

・
ウ

ェ
ス
ト
、
力
織
機
織
工
C

・
ド
イ
ル
な
ど

一
八
四
〇
年

代
に
な

っ
て
登
場
す
る
活
動
家
の
三
種
類
が
認

め
ら
れ
、
相
互
に
か
か
わ
り
合
い

な
が
ら
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
の

「
運
動
文
化
」
(ヨ
o
<
①ヨ
①暮

。巳
ε
お
)
を
つ
く
り

だ
し
、
ま
た
そ
の
申
か
ら
労
働
者
階
級

の
弁
士
や
大
衆
活
動
が
生
ま
れ
た
。
チ
ャ

ー
テ
ィ
ズ
ム
に
お
け
る
弁
舌
の
役
割
に

つ
い
て
確
定
的
評
価
は
下
せ
な
い
が
、
運

動
が
下
火
に
な

っ
た

一
八
五
〇
年
代
に
お
い
て
も
、
公
開
集
会
に
お
け
る
話
さ
れ

た
言
葉
の
影
響
力
は
大
き
か

っ
た
の
で
あ
り
、
ギ
ャ
ミ
ッ
ジ
の

「
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス

ト
運
動
と
と
も
に
労
働
者
階
級
の
キ
ケ

ロ
の
時
代
が
到
来
し
た
」
と
い
う
判
断
は

　
　
　
　
　

(94
)

正
し
い
と
結
ぶ
。
新
語
の

「
運
動
文
化
」
や
労
働
者
階
級

の
弁
士
の
登
場
と
い
う

視
点
は
興
味
深
い
。

　
R

・
フ
ァ
イ
ス
ン

「
流
刑
に
な

っ
た

チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
ー
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
リ

ス
の
場
合
し

は
、
高
揚
し
た

一
八
四
二
年
八
月

の
運
動
で
タ
ス
マ
ニ
ア
へ
一
二

年

間
の
流
刑

に
な

っ
た

ス
タ
ッ
フ
ォ
r
ド
シ
ア
陶
業
地
の
活
動
家

エ
リ
ス
の
生
涯

を
、
終
生
過
ご
し
た
流
刑
地
の
生
活
を
中
心
に
初
め
て
克
明
に
追

っ
た
も
の
で
あ

る
。
夫
の
も
と

へ
の
移
住
を
願
う
妻
子

の
望
み
は
か
な
わ
ず
、
彼
は
自
由
の
身
に

な

っ
て
も
製
陶
業
や
警
冖察
官
な
ど
点

々
と
し
、
夫
殺
害
の
科
で
流
刑
地
に
来
て
い

た
子
持
ち
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
女
性
と
再
婚
し
た
が
、
生
活
は
荒
れ
、
七

一
年
に

六
二
歳
で
没
し
た
。
そ
の
ほ
ぼ

一
年
前

に
ホ
バ
ー
ト
の
議
事
堂
前
で
五
〇
人
ほ
ど

の
若
者
に
向
け
て
、
わ
れ
わ
れ
は
繁
栄

の
恩
恵
を
ま

っ
た
く
受
け
て
い
な
い
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(50
)

熱
弁
を
ふ
る

っ
た
記
録
が
あ
る
。
涙
を
呼
ぶ
生
涯
で
あ
る
。

　
オ

コ
ー
ナ
ー
を
扱

っ
た
二
編
、
S

・
質
バ
ー
ツ

「庶
民
院
に
お
け
る
フ
ァ
;
ガ

ス

・
オ

コ
;
ナ
ー
、

一
八
四
七
～

一
八
五
二
年
」
、
ポ
ー
ル

・
ピ

ッ
カ
リ

ン
グ

「
併

合
撤
回
と
参
政
権
ー

フ
ァ
ー
ガ
ス
・
オ

コ
ー
ナ
ー
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

へ
の
伝
道
活

動
、

一
八
四
九
～
五
〇
」
で
は
、
前
者

は

一
八
四
七
年
七
月
か
ら
同
僚
議
員
に
殴

り

か

か

る

ほ
ど

異

常

と

な

り
逮

捕

さ
れ

た

五

二
年

六
月

ま

で
五

年

間

の
、

彼

の

チ

ャ

ー
テ

ィ

ス
ト
と

し

て

の
議

会

活

動

を
紹

介

し

た
も

の
。

彼

が

独

自

の
立

場

を

貫

き

、

ウ

イ

ッ
グ
急

進

派

な
ど

と

容

易

に
妥

協

し
な

か

っ
た

こ
と

が

強

調

さ

れ

て

い

る
。

後

者

は
併

合

撤

回

(
器
需

巴
)

と

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
と

を

結

集

さ

せ

る

こ
と

を
念

願

し

た

オ

コ
ー

ナ

ー

の
活

動

を
、

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
衰

退

期

の
彼

の

ア
イ

ル

ラ

ン
ド

で

の
活

動

に
焦

点

を
当

て

た
も

の
。

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
拒

否

の
姿

勢

が

圧

倒

的

な

ア

イ

ル
ラ

ン
ド

で
、

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
に
共

鳴

す

る

ア
イ

ル

ラ

ン
ド

民

主

主
義

協

会

(
回
域
博oo
ゴ
　
H)
①
目P
O
O
塊9
け一〇
　
諺
ooon
O
O
陣go
け一〇
】P
)

の
結

成

(
五

〇

年

三

月

)

を

支

援

し

た
。

彼

の
活

動

は
実

ら

な

か

っ
た

が

、

こ

の
組

織

に

は
ジ

ョ

ン

・
オ

r

リ

ア

リ
な

ど

後

の

フ

ィ

ニ
ア

ン
も

加

わ

っ
て

い
た

。

歴

史

に
埋

も

れ

て

い
た

I

D

A

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

(51
)

の
存

在

と

活

動

を

明

る

み

に
出

し

た

こ
と

に
注

目

し

た

い
。

　

他

の
論

文

に

つ
い

て

は
簡

潔

に
述

べ
る

。

土

地

改

革

の
問

題

を
扱

っ
て

き

た

ア

メ
リ

カ

の
研

究

者

ブ

潭

ン

ス
テ
イ

ン
の
論

文

は

チ

ャ
ー
テ

ィ
ス
ト

が

ア

メ
リ

カ
合

衆

国

を
ど

う

見

た

か
を

取

り

上

げ

る

。

初

期

に

は

「
自

由

の
地
」

と

見

て

ア

メ
リ

カ
民

主

主

義

を

評

価

し
た

が

、
奴

隷

制

が
広

く

存

在

し
貧

富

の
差

が

大

き
く

、

ア

メ
リ

カ

の
改

革

派

も

土

地

独

占

の
改

革

を

訴

え

て

い
る

こ
と

を

知

り
、

共

和

国

は

イ

メ

ー
ジ

ダ

ウ

ン
し

、　

「
土

地

独

占
」

の
国

と

み

な

す

よ

う

に

な

っ
た

と
述

べ

て

　

(52
)

い
る

。

ま

た

メ
イ

ズ

の
論

文

は
、
自

ら

の

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

と

し

て

の
活

動

を

つ

ぶ

さ

に
語

っ
た

ビ

ー
ザ

ー
と

、
後

に

ジ

ャ
ー

ナ
リ

ス
ト

に

な

り

か

つ
て

の

チ

ャ
ー

テ

ィ
ス
ト

時

代

を

過

ち

で
あ

っ
た

と

し

て
伏

せ

た

レ
ザ

ー

ラ

ン
ド

と

い
う

二
人

の

対

照

的

な

自
叙

伝

に

つ

い
て

論

じ

る

。

ビ

ー
ザ

ー

は

階
級

と

い
う

用

語

を

用

い
て

は

い
な

い
が

、

自

ら

を

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

「
反

徒
」

(
器
び
巴
)

と

呼

び
、

現

在

の

社

会

は

「
暴

君

」

と

「
奴

隷

」

に

二
分

さ

れ

て

お

り
、

自

分

は
奴

隷

の
側

に
立

っ

た

と

し

て

い
る

。
自

ら

の

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト
活

動

を
伏

せ

た

レ
ザ

ー

ラ

ン
ド

の
自

50
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伝

と

合

わ

せ
て

、

急

進

主

義

の
連

続
説

は
妥

当

し

な

い
こ

と

を
示

す

事

例

と

み

て

　

(53
)

い

る
。

　

バ
グ

マ

ン
の
北

東

部

ニ

ュ
ー

カ

ー

ス

ル
地

域

の

チ

ャ
ー
テ

ィ
ズ

ム
を
扱

っ
た
論

文

は
、

A

・
H

・
ボ

ー

モ

ン
ト
が

発

刊

し
R

・
ブ

レ
イ

キ

ー
と

T

・
ダ

ブ

ル
デ

イ

が

後

を

つ

い
だ

『
ノ
ー

ザ

ン

・
リ

ベ

レ
ー

タ

ー
』
　
(
一
八

三

七

年

一
〇

月

～

一
八

四

〇

年

=

一月

)

に

注

目
、

軽

視

さ
れ

て
き

た
同

誌

に

つ
い

て
運

動

史

上

の
役

割

　

　

　

　
　

　

　

(54
)

の
再

評

価

を

企

て
た

。

ま

た

ホ

ー

ル

の
論

文

で

は
、

..喝
8

覧
①
、.
(
人

民

大

衆

)

に

訴

え

た

チ

ャ
ー

テ

ィ
ス
ト

は
、

人

民

大
衆

の
自

由

と
解

放

を
獲

得

す

る
歴

史

に

ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
を
求

め

て
、

彼

ら

の
運

動

の
正
当

性

を
説

い
て

い

た

こ
と

に
光

を
当

て

る
。

そ

の

ほ

か

チ

ャ
ー

テ

ィ
ス
ト

の
詩

・
歌

・
歌

唱

に
焦

点

を
合

わ

せ
、

多

く

の
歌

を
紹

介

し

な
が

ら

、

そ

れ

ら

が

独

自

の

チ

ャ

ー
テ

ィ

ス
ト
文

化

を

つ
く

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

(55
)

り

だ

し
、

運

動

を
支

え

た

こ

と

を
説

い

た

ラ

ン
ド

ー

ル

の
論

文
、

ハ
リ

フ

ァ

ッ
ク

ス

の
旧

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

を

再
結

集

す

る
試

み

で
あ

っ
た

一
八

八

五

年

の
集

会

を

素

材

に
し

て

、

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

・
ラ
デ

ィ
カ

リ
ズ

ム

の
継

続

状

況

に
注

意

を
喚

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

(56
)

起

し

た

ア

ン
ト

ニ
ー

・
テ

イ

ラ
ー

の
論

文

も
あ

る
。

　

記

念

論

文

集

と

し

て
取

り

上
げ

る

べ
き

も

う

一
冊

は
、

オ

ウ

エ

ン
主

義

、

チ

ャ

ー

テ

ィ
ズ

ム
、

民

衆

教

育

を

含

む

民

衆

社
会

史

の
研

究

で
大

き

な
功

績

を
残

し

た

ジ

ョ

ン

・
ハ
リ

ス

ン
に
献

呈

し
た

論

文

集

M

・
チ

ェ
イ

ズ
、

1

・
ダ

イ

ク
編

『
生

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

(57
)

活

と
学

習

l

J

・
F

・
C

・

ハ
リ

ス

ン
記

念

論

文

集
』

(
一
九

九

六

年

)

で
あ

る

。

書

名

は
今

や
古

典

書

と

な

っ
た

ハ
リ

ス

ン
の

『
学

習

と

生

活

-

一
七

九
〇

～

一
九

六
〇

、

イ

ギ

リ

ス
成

人

教

育

運

動

史

の
研

究

』

に
由

来

す

る

。

同

書

に

は

ハ
リ

ス

ン
の
業

績

を
検

証

し

評
価

し

た
冒

頭

の

一
章

の

ほ

か

一
五

編

の
論

文

を

収

め
て

お

り
、

う

ち

三
編

が

チ

ャ
;

テ

ィ
ズ

ム
に

か

か
わ

っ
て

い
る

。

以

下

こ

の
三

点

に

つ

い
て

要

点

を

述

べ

よ

う
。

　

「
一
八

四

二
年

に

お

け

る

..蜂

。

℃
8

巳
o
..
と

は
ど

う

い
う

人

々

か
し

(
ド

ロ

シ

ー

・
ト

ム
プ

ス

ン
)

は
、

ジ

ョ
イ

ス
ら

が

階

級

的

性

格

を

薄

め

る

意

図

か

ら

.、静
Φ
≦
o
降

ぼ
σq
o
ポ
。・
器
。・
、.
な

い

し

、.夢

Φ
≦
o
爵

ぎ

αq
℃
8

巳
①
、.
で

は

な
く

.、§

①

℃
o
o
鳳
Φ
.、
を

用

い
て

い
る

こ

と

を

意

識

し
な

が

ら

、

当

時

の

ジ

ョ

ン

・

ラ

ッ
セ

ル
、

ピ

ー

ル
、

マ

コ
ー

リ
ら

政

治

家

、

リ

チ

ャ
ー
ド

・
コ
ブ

デ

ン
ら

反

穀

物

法

運

動

家

あ

る

い

は
多

く

の

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト
が

用

い
た

..臣

o

℃
Φ
o
冨
Φ
..
の
意

味

を

考

証

し
、

全

体

と

し

て

..爵

o

鬢
o
爵

ぎ

σq

。
冨
ω。・
..
の
意

味

で
使

わ
れ

た
と

結

論

づ

け

て

い
る

。

ま

た

^̂
浄
①

℃
8

覧

①
..
に

は
、

..夢
Φ

≦
O
同
臨
旨
ぴq

O
ご
・゚。。
導.

に

は
含

ま

れ

に
く

い
労

働

者
家

族

の
女

性
、

庶

民

の
女
性

や
子

供

も
含

ま

れ

て

い
た
が

、

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

(58
)

階

級

的

性

格

を

あ

い
ま

い

に
す

る

用

語

で

は
な

い
、

と
説

く

。

「
『
わ

れ

わ

れ

は
自

分

た

ち

の
た

め
だ

け

に
働

き

た

い
』

;

チ

ャ

ー
テ

ィ

ス
ト

土

地

計

画
」
　
(
チ

ェ
イ

ズ

)

は
、　

「
反

動

的
」

「
ユ
ー

ト

ピ

ア
的

」

「
ノ

ス

タ

ル
ジ

ア

の
所

産

」

と

い

っ
た

古

く

か
ら

の
批

判

か
ら

土

地

計

画

を

救

い
出

す

視

点

に
立

ち
、

土

地

計

画

が

当

時

の
労

働

者

階

級

に
大

き

な

意

味

を
も

っ
た
だ

け

で
な

く

、

そ

の
運

動

が
建

築

協

会

(
切
①
昌
Φ
肆

じd
償
臨
鎌
口
σQ
ω
0
9
簿
団
)

な

ど

の
現

在

に

つ
な

が

る
労

働

者

階

級

に
ょ

る

さ

ま
ざ

ま

な

相

互
扶

助

組

織

の

発

展

の

基

礎

を

つ
く

り
だ

し

た

こ

と

を

強

調

す

(
59
)
る
。
ジ

ェ
ン
ダ
ー
史

の
視
点
か
ら
人
民
憲
章
の
生
み
の
親
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
ヴ

ェ

ッ
ト
の
妻

メ
ア
リ
の
活
動
と
役
割
を
論
じ
る
の
は
、
ア
イ
リ
ー
ン
・
ヨ
ウ
の
論
文

で
あ
る
。

一
八
三
九
年
七
月
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
逮
捕

・
収
監
さ
れ
た
後
、
彼
女
は
生

活
困
窮

の
な
か
で

コ
ン
ヴ

ェ
ン
シ
ョ
ン
代
表
に
推
さ
れ
た
が
、
代
表

の
席
に
着
く

こ
と
は
な
か

っ
た
。
残
さ
れ
た
資
料
は
少
な
く
、

ラ
ヴ

ェ
ッ
ト
の
自
伝
四
七
三
頁

の
な
か
で
彼
女
に
つ
い
て
語

っ
た
六
頁
と
三
九
～
四
〇
年
の
数
通
の
手
紙
に
依
拠

し
な
が
ら
、
メ
ア
リ
が
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
の
妻
と
し
て
運
動
を
支
え
て
い
た
こ
と

　
　
　
　
　

(60
)

を
説
い
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
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窓史

　

そ

の

ほ

か

ホ

ー

ル
の
個

別

論

文

に
注

目

し
た

い
。

チ

ャ

ー
テ

ィ
ズ

ム
か

ら

リ

ベ

ラ

リ
ズ

ム

へ
の
連

続

性

な

い

し
両

者

の

一
体

性

を

力
説

し

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
を
民

衆

的

リ

ベ

ラ

リ
ズ

ム
と

み

る

ジ

ョ
イ

ス

は
、

前

述

の
よ

う

に
、

そ
れ

を
証

明

す

る

事

例

と

し

て

ア

シ

ュ
ト

ン
の

チ

ャ

ー

テ

ィ
ス
ト
活

動

家

、

ウ

ィ
リ

ア

ム

・
エ
イ

ト

キ

ン
の
自

伝

を
あ

げ

て

い

る
。

こ

の
ジ

ョ
イ

ス

の

エ
イ

ト

キ

ン
理
解

に
対

し
、

エ

イ

ト

キ

ン
を
詳

細

に
研

究

し

た

ホ

ー

ル
が

反

論

を
発

表

し

て

い
る
。

ホ

ー

ル
は
、

自

由

主

義

の
活

動

家

と

な

っ
て
死

去

す

る

直

前

に
書

い
た

こ

の
自

伝

で

は
、

確

か

に

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト
時

代

を

軽

く

流

し

て

い
る
が

、

こ

こ
で

彼

が

用

い

た

..夢
o

℃
①
o
且
o
..
は
上

中

流

階

級

を

含

む

も

の
で

は
な

く
、

ほ
ぼ

「
働

く

人

々
」

を
指

し

て

お

り
、

一
八

三
〇

年

代

末

～

四

〇

年

代

の

エ
イ

ト

キ

ン
は

『
ノ
ー

ザ

ン

・
ス
タ

ー
』

の
記

事

も

伝

え

る

よ
う

に
、

働

く

階

級

の
側

に

立

っ
た
活

発

な
活

動

家

で
あ

　

　

　

　

　

　

　

　

(61
)

っ
た

こ

と

を
力

説

し

た
。

　

ま

た

こ

の
時

期

に

日
本

で

は
、

小

関

隆

の

一
八

四

八
年

に
焦

点

を

お

い
た

チ

ャ

ー

テ

ィ
ズ

ム
と

ア

イ

ル

ラ

ン
ド

・
ナ

シ

ョ
ナ
リ

ズ

ム

の
協

合
状

況

に

メ

ス
を

入
れ

た
研

究

を

は

じ

め
、

チ

ャ
ー

テ

ィ
ス
ト

運

動

に
お

け

る

象

徴

と

言
語

、

及

び

オ
ブ

ラ

イ

エ
ン
を
論

じ

た
岡

本

充

弘

、

運

動

の
前

半

期

に

つ

い
て
総

合

的

に

ま

と

め

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
(
62
)

中

山
章

に

よ

る
論

考

、

お

よ
び

筆

者

の
研

究

も

公

刊

さ

れ

た
。

三
　

二

一
世
紀

入

っ
た

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
研

究

　

マ
ー

リ

ン

・
プ

レ

ス
社

(
リ
添
O
吋
一腔
P
　
℃
H
①
oo◎o
)
・は

前

述

の

『
チ

ャ

ー
テ

ィ

ス
ト

の

遣

産

』

(
一
九

九

七

年

)

『
チ

ャ
:

テ

ィ
ズ

ム

の
イ

メ

ー
ジ
』

(
一
九

九

八
年

)

に

引

き

続

い

て
、

オ

ウ

エ

ン

・
ア

シ

ュ
ト

ン
ら

ド

ロ
シ

ー

・
ト

ム
プ

ス

ン

の
感

化

を

受

け

た
研

究

者

グ

ル

ー
プ

と

協

力

し

て
、
　

一
連

の

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
研

究

を
公

刊

し
続
け
て
い
る
。
第
三
輯
は

『
人
民
の
友
ー

チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
の
時
代
の

「落

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(63
)

ち
着

か
な

い
」

急

進

派
』

(
ア

シ

ュ
ト

ン
、
ピ

ッ
カ
リ

ン
グ

土
ハ著

、
二
〇

〇

二
年

)
、

第
四
輯

は

『
人
民
憲
章
i

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
初
期
イ
ギ
リ
ス
の
民
主
主
義
運
動
』

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(64
)

ロ
バ
ー
ツ
編
著
、

二
〇
〇
三
年
)、

第
五
輯
は

『民
衆

の
た
め
の
新
聞
ー

チ
ャ

ー

テ

ィ

ス
ト
新

聞

の
研
究

』

(
ジ

ョ
ー

ン

・
ア

レ

ン
、

ア

シ

ュ
ト

ン
編

、

二
〇

〇

　

(65
)

五

年
)

で

あ

り
、

さ

ら

に

二
〇

〇

六
年

に

は

『
一
八

四

八
年

以

降

の

チ

ャ
ー

テ

ィ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(66
)

ズ

ム
ー
I
l
労

働
者

階

級

と
急

進

主
義

教

育

の
政

治

』

(
ケ
イ

ス

・
フ

レ

ッ
ト
著

)
、

『
民
衆

の
声
-

労
働
、
民
主
主
義
と
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
の
政
治
的

一
体
性
の
形

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
(67
)

成

』

(
ロ
バ

ー

ト

・
ホ

:

ル
紳者
)
、
　
『
フ

ァ
ー
ガ

ス

・
オ

コ
ー

ナ
ー
』

(
ポ

ー

ル

・

　

　

　

　

　

　

(68
)

ピ

ッ
カ
リ

ン
グ
著

)

と

い
う

三
著

の
公

刊

が

予

告

さ
れ

て

い

る
。

　

こ

こ

で

は
第

三
輯

『
人

民

の
友

』

と

第

四
輯

『
人

民

憲

章

』

に

つ
い

て
簡

潔

に

紹

介

し
、

他

は
後

に
譲

る

こ
と

に

す

る
。

前

者

は

こ
れ

ま

で
本

格

的

な

評

伝

が

公

刊

さ

れ

て

い
な

い
か
、

ま

た

は
そ

れ

に

近

い
六

人

の

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

を
俎

上

に

お

き

、

各

人

の
生
涯

と

活

動

を

ま

と

め
て

い
る
。

冒

頭

は
運

動

の
山
場

で
不

屈

の

強

硬

な

発

言

を

し

て

二
度

の
収

監

を
余

儀

な
く

さ
れ

た
外

科

医

マ
ク

ド

ゥ
ア

ル
を

取

り

上

げ
、

運

動

の
過

程

で

悩

む
姿

も

描

か

れ

て

お

り
、

興

味

深

い

論

考

で
あ

る
。

次

は

ユ

ニ
テ
リ

ア

ン
派

の
牧

師

で
南

西

イ

ン
グ

ラ

ン
ド

の

ヨ
ー

ヴ

ィ

ル
で
活

動

し

た
穏

健

派

の

ヘ
ン
リ

・
ソ
リ

を
取

り

上
げ

る
。
　

「
多

方

面

に

か

か

わ

っ
た

チ

ャ
ー

テ

ィ
ス
ト
」

と

い
わ

れ

る

ソ
リ

は

長

寿

を

全

う

し

て
自

伝

を
遺

し

た
。

三
人

目

の
ウ

ィ
リ

ア

ム

・
ス

テ

ィ
ー
ヴ

ン

・
ヴ

ィ
リ

ア

ー
ズ

・
サ

ン
キ

ー

は
ダ

ブ

リ

ン

の
格

式

山咼
い
家

系

の
出

身

、

オ

コ
ー
ネ

ル
に

よ

る

ア
イ

ル

ラ

ン
ド
併

合

撤

回
運

動

に
も

か

か
わ

り

、

一
八

三

九

年

の

チ

ャ

ー
テ

ィ

ス
ト
代

表

大

会

の
委

員

に
な

っ
た

が

、

運

動

で
大

き

な

役

割

は
果

た

し

て

い
な

い
。

次

の
非

国

教

系

牧

師

ベ

ン
ジ

ャ

、ミ
ン

.
パ

ー

ソ

ン

は
急

進

派

の
説

教

師

で
あ

り
、

中

流

階

級

と

の
協

調

を
す

す

め

る

ス

タ

ー
ジ

ら

の
完

全

選

挙
権

同

盟

に
加

わ

っ
た

人
物

、

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト
と

し
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て

は
さ

ほ

ど

注

目

さ

れ

て

い
な

い
。

五
人

目

は

ヨ
ー

ク

シ

ア
生

ま

れ

、

マ

ン
チ

ェ

ス

タ
ー

の
礼

拝

堂
付

き

牧

師

の
身

で

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム

に

か

か
わ

っ
た

ジ

ェ
イ

ム

ズ

・
ス

コ
ー

ル

フ

ィ
ー

ル
ド

を
取

り
上

げ

、

一
八

三

八
年

～

四

二
年

の
活

動

に

よ

り

オ

コ
ー

ナ
ー

か

ら

「
マ
ン
チ

ェ
ス
タ

ー

・
チ

ャ
ー

テ

ィ
ス
ト

の
礼

拝

堂
付

き
牧

師
」

の
異
名

を

も

ら

っ
た

こ
と

を
明

ら

か

に
す

る
。

著

者

ピ

ッ
カ
リ

ン
グ

の
博

士

論

文

は

ス

コ
ー

ル

フ

ィ
ー

ル
ド

を
論

じ

て

い

た
。

最

後

の
リ

チ

ャ

ー
ド

・
パ

グ

ナ

ル

・
リ

ー

ド

は

一
八

三

一
年

生

ま
れ

で
あ

り

、

一
八
五

〇

年

代

の

チ

ャ

ー
テ

ィ
ズ

ム
末

期

か

ら

世
紀

後

半

に

ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス

ト
と

し

て
活

動

し
た

人
物

、

こ
れ

ま

で

ほ

と

ん

ど
紹

介

さ

れ

て

い
な

い
。

以

上

の

よ
う

に
本

書

は

こ
れ

ま

で
取

り

上
げ

ら

れ

る

こ
と

が

少

な

か

っ
た

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

の
生

涯

と

活

動

を

明

る

み

に
出

し

た

　
　

　

　

　

　
　

(69
)

貴

重

な

研

究

で

あ

る

。

　
第
四
輯

『
人
民
憲
章
ー

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
初
期
イ
ギ
リ
ス
の
民
主
主
義
運

動

』
　
(
ロ
バ

ー

ツ
編

)

は

「
禁

酒

チ

ャ
ー

テ

ィ
ズ

ム
」
　
(
ブ

ラ
イ

ア

ン

・

ハ
リ

ス

ン
)

「
チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

の
闘

い
と

キ
リ

ス
ト

教

、

一
八

三

八
～

一
八

四

二
」

(
ア

イ

リ

ー

ン

・
蓑
1
)

の
よ

う

に
、

過

去

に

も
論

じ

ら

れ

た

主
題

も

含

ま
れ

て

い

る

が

、

地

域

史

を
扱

っ
た

「
レ
ス

タ

ー
に

お

け

る

ト

マ
ス

・
ク

ー

パ

ー
」
　

(
ロ
バ

ー

ツ
)
、

北

東

イ

ン
グ

ラ

ン
ド

の

テ

ィ
ー
ズ

川

下

流

域

の

ス
ト

ッ
ク
ト

ン
と

ミ

ド

ル

ズ

ブ

ラ

を
扱

っ
た

チ

ェ
イ

ズ

の
論

考

、

個

別

論

文

で

す

で

に
紹

介

し

た

ホ

ー

ル
に

よ

る

エ
イ

ト

キ

ン
研

究

は
地

域

史

な

い
し

個

別

研

究

で

あ

る
。

他

に

チ

ャ
…

テ

ィ

ズ

ム

の

運

動
方

法

を

扱

い
、

支

持

者

と

の
み

取

り
引

き

す

る

「
取

引

先

限
定

」

(
①
蓉

ご

巴
く
Φ

餌
＄

ま

σQ
)

な

ど

を
取

り

上
げ

た

ピ

ッ
カ
リ

ン
グ
、
　

『
ノ
ー

ザ

ン

・

ス
タ

ー
』

に
見

ら
れ

る
演

説

や

記

事

の
役

割

を

論

じ

た

イ

ェ
ラ

ン
ド
、

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

の
地

方

へ
の
講

演

活

動

に

つ

い
て
、

活

動

の
軌

跡

を
組

織

的

に
分

析

し

よ

う

と

し

た

ハ
ウ

エ
ル

の
論

考

が

含

ま

れ

て

い
る
。

本

書

の
テ

ー

マ
と
分

析

は
新

鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(07
)

み
に
欠
け
る
も
の
も
あ
る
が
、
チ
ェ
イ
ズ
の
研
究
な
ど
は
新
鮮
で
あ
る
。

　
最
後
に
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
を
論
じ
た
評
伝
二
編
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
筆
頭
の

一
冊
は
マ
イ
ル
ズ

・
テ
イ
ラ
ー
に
よ
る
待
望
さ
れ
て
い
た
ア
ー
ネ
ス
ト

・
ジ

ョ
ー

ン
ズ
の
評
伝

『
ア
ー
ネ
ス
ト

・
ジ

ョ
ー
ン
ズ
、

チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
と
政
治
運
動
の

ロ
マ
ン
ス
ー

一
八

一
九
～

一
八
六
九
年
』
　
(
二
〇
〇
三
年
)

で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス

と
親
交
を
結
び
彼
の
書
簡
に
し
ば

し
ば
登
場
し
た
ジ

ョ
ー
ン
ズ
は
、
資
料
紹
介
を

申
心
に
し
た
ジ

ョ
ン
・
サ
ヴ

ィ
ル
の
著
書
を
除
け
ば
、

コ
ー
ル

『
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
の
肖
像
』
の

一
章
や
小
冊
子
の
形
で
し
か
評
伝
が
書
か
れ
な
か

っ
た

「不

遇
な
」
人
物
で
あ

っ
た
。
テ
イ
ラ
ー
は
ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
関
す
る
資
料
を
網
羅
的
に

調
べ
上
げ

(筆
者
も
問
い
合
わ
せ
を
受
け
た
)、

彼
の
生
涯
を
ド
イ
ツ
で
育

っ
た

少
年
時
代
か
ら
、
帰
国
後
に
弁
護
士
資
格
を
取
り
文
芸
活
動
で
ス
タ
ー
ト
し
、
お

も
に
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
生
涯
を
送

っ
た
姿
を
客
観
的
に
描
き
出
し
た

力
作
で
あ
る
。
章
の
タ
イ
ト
ル
も
、
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ

ム
に
登
場
し
た
時
期
を

「愛

国
派
の
詩
人
」
、
も

っ
と
も

過
激
な
発
言
を
行
い
獄
中
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

時
期
を

「殉
教
派
の
詩
人
」
、

チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ

ム
の
終
幕
期
に
い
く

つ
か
の
機
関

誌
を
発
行
し
て
運
動
を
再
び
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
た
時
期
を

「貧
民
の
た
め
の
編

集
者
」
、　
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
に
移

っ
て
弁
護
士
活
動
を
展
開
し
た
時
期
を

「民
衆

の
弁
護
士
」
、
自
由
党
と
結
ん
だ
民
衆
政
治
家
と
し
て
政
治

の
舞
台
に
登
場
し
た

最
後
の
時
期
を

「
民
衆
の
首
領
」
と
い
う
用
語
を
与
え
、
そ
の
タ
ー
ム
に
そ

っ
て

ジ

ョ
ー
ン
ズ
の
実
像
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
。

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
政
治
運
動
家

の
側
面
が

よ
り
大
写
し

に
な
り

(
こ
の
点
は
筆
者
も
同
感
す
る
)
、

マ
ル
ク
ス
主

義
に
も

っ
と
も
接
近
し
た
と
い
う
サ
ヴ

ィ
ル
ら

一
世
代
前
の
議
論
と
は

一
線
を
画

し
、
か
と
い

っ
て
近
年
流
行
の
脱
階
級
的
史
論
を
補
強
す
る
傾
向
も
ま
た
見
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　

(71
)

な
い
と
い
う
作
品
で
あ
る
。
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窓史

　

残

る

は

『
共

産

党

宣

言

』

の
最

初

の
英

訳

者

と

し
て
知

ら

れ

る

マ
ク

フ

ァ
ー

レ

ン
に

つ
い

て

の
不

十

分

な

評

伝

デ

イ

ヴ

ィ
ド

・
ブ

ラ

ッ
ク

『
ヘ
レ

ン

・
マ
ク

フ

ァ

ー

レ

ン
ー

一
九

世

紀

中

期

の

フ

ェ
ミ

ニ
ス
ト
、

革
命

的

ジ

ャ
ー

ナ
リ

ス
ト
、

及

び
哲
学
者
』
　
(
二
〇
〇
四
年
)
で
あ
る
。

マ
ク
フ
ァ
ー
レ
ン
に
つ
い
て
の
最
初

の

単
著
で
あ
る
が
、
彼
女
の
論
説
が
し
ば

し
ば
掲
載
さ
れ
た

バ
ー

二
ー
の
機
関
誌
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(27
)

マ
ル
ク
ス
の
書
簡
に
親
し
ん
で
い
る
も

の
に
は
あ
ま
り
新
鮮
み
が
な
い
。

お
　

わ
　
り
　

に

　
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
研
究
は
ド

ロ
シ
ー

・
ト
ム
プ
ス
ン
あ
る
い
は
ガ
レ
ス

・
ス
テ

ッ
ド
マ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
世
代
の
手
を
離
れ
、
新
し
い
世
代

の
研
究
者
に
よ

っ

て
な
お
活
発
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。　
「
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム

・
デ
イ
」

の
研
究
集
会

は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
六
月
の
開
催
と
な
り
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
と
ス
タ
ッ
フ
ォ

ー
ド
シ
ア
大
学
で
交
互
に
開
催
さ
れ
て

い
る
。
新
し
い
成
果

は
地
域
史
と
評
伝
研

究
の
分
野
で
と
く
に
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
階
級
史
の
視
点
を
外
そ
う
と
す
る
脱

階
級
史
的
傾
向
も
見
ら
れ
る
が
、
現
実

に
は
階
級
を
無
視
し
て
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム

を
描
く
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
歪
曲
し
た
歴
史
を
描
く
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
近
年
の
論
点
は
、

一
八
三
〇
年
代
ま
で
に
つ
い
て
は
階
級

の
視
点
が
不
可

欠
と
い
う
点
で
両
派
と
も
ほ
ぼ
認
め
て
い
る
の
で
、

一
八
四
〇
年
代
以
降
に
焦
点

が
移

っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
脱
階
級
史
の
立
場
に
た
つ
研
究
者
が
、
対
象
を

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(73
)

八
四
〇
年
代
以
降
に
設
定
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
論
争
は
な
お
つ
づ

い

て
い
る
が
、
問
題
は
脱
階
級
派
の
史
家

た
ち
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
な
生
半

可
な
実
証
で
決
着
が

つ
く
も
の
で
は
な
く
、
綿
密
な
本
格
的
実
証
に
よ

っ
て
論
証

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
格
的
な
実
証
は
な
お
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(74
)

後
に
参
考
と
し
て

『
フ
ス
タ
イ
ン
の
論
集
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

註(
1
)
　

Z
①
臼

ω
齢o
謹
碧

鈩

§

馬

ミ

磯
ミ

誉

、

騾趣
馬

Ω
げミ

鷺
♪

い
。
鼠

§

お

。。
メ

幻
。
窃q

　

　
Ω
触
ミ

8

bu
ミ

ミ

馬

砺
ぎ

NN
ミ

鷲

卜
鑒

画§

』

蕁

、
、
恥
蔑
慧

幾

跨
誉
遷

駄

　

　
O
ぎ

こ

身
ミ
讐
い
。
ロ
畠
。
爵

ド
㊤
。。。。°

そ

れ

に
先

行
す

る
著

書

と

し

て

ギ

ャ
ミ

ッ
ジ

、

ホ

　

　
ウ

ヴ

ェ
ル
、

ウ

ェ
ス

ト
、

及

び

コ

ロ
ン
ビ

ア
大
学

叢

書

の

ロ
ー
ゼ

ン
ブ

ラ

ッ
ト
、

ス

　

　

群

ヅ
ソ

ン
、

フ

ォ
ー

ク

ナ

ー

に

よ

る

労

作

を

あ

げ

て

お
か

な

け

れ
ば

な
ら

な

い
。

　

　
幻
゜
0
9
日
ヨ
角
αq
ρ

鶤

詮
o
透

毫

蕁

馬

Q
ひ
ミ

ミ
亀

ミ

o
慧

ミ
§

W

N
◎。ミ

ー
N
Q。総

℃
b。
昌
像

　

　
o
傷
ロ
゜

H
◎。
り
恥
矯
豺

紳

o
侮
口
゜

ド
c。
罐

゜

]≦

°出
o
<
o
ド

§

恥

O
ひ
ミ

職
羲

ミ

o
慧

ミ
§

き

　

　
]≦
§

魯

o
の8

鈩

ド鐔

◎。
°
隔

芝゚

o
呂

卜

靼

無
o遂

禽

さ

馬
Q
ひ
ミ

蔑
恥
W
ミ

o
慧

ミ
馬
ミ

讐

　

　
ピ
8

山
§

噂
H
器

ρ

男
場
§

パ

男
゜
幻
o
°・
窪

げ
冨
需
℃
§

馬
○
ひ
ミ

"跨
"
さ

建
恥ミ
§

さ

ミ

　

　
糠
匂
魯
職
ミ

黛
蕊
"

ミ
§

oミ
詩

a
竜

ミ
3

Z
①
妻

吋
o
降
℃
6
巳
゜
℃
°ミ

2゚
0
5。
のo
p

　

　
『
ぎ

b
ミ
N"ミ

毫

蕁
馬
○
ひ
ミ
蔑
防
"
ミ
o
竃

ミ
§
ぷ

乞
o
名

網
o
降

り
6

H①
゜
国
゜
¢
°

　

　
国
鋤
敷
斷

①
ひ

O
款
ミ
欺
隔
ミ

§

叙

妹ぽ

O
款
ミ
ら
ぎ
漁

Z
o
鬢

磯
自
ぎ

H
鐔
9

一
九
七
〇

　

　
年
以
前

の
チ

ャ
ー
テ
ィ
ズ

ム
研
究

に

つ
い
て
は
拙

稿

「
チ

ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
研
究

　

　
の
最
近

の
動

向
」

『
史
学
雑
誌
』

八
〇
ー
六
、

一
九
七

一
年
を
参
照
。

(
2
)
　
U
鉱
傷

鬢

巳
貯
匿
辞

き

ぎ

等

o
亀
、
鉢

軌
§
畠

ミ

O
ぎ
こ
勘
ミ
噂
0
9
a
漆
殺

り
ω
O°

(
3
)

O
』

出

゜
o
。
5

9

ミ
妹
ミ

㌘

丶
壁
ミ

防
も

。
巳

露

お
摩
゜
お
℃
。
鼠

夢
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